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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

ア．学則変更（収容定員変更）の内容

秋田大学医学部医学科の平成２０年度以降の入学定員については，同２０年度に「新医師確

保総合対策」に基づき１０名を，同２１年度に「緊急医師確保対策」に基づき５名を，同２２

年度に閣議決定「経済財政改革の基本方針 2009」に基づき７名を，同２３年度に３名，同２

６年度に２名，同２７年度に２名を「新成長戦略」に基づき，臨時定員増をそれぞれ実施した。 

 令和６年度を期限とする２９名の入学定員について，令和７年度に限り再度の入学定員増

を行い，令和６年度の入学定員を再度の定員増を行わなかった場合の９５名から１２４名に

変更する。 

  これに併せて，収容定員についても上記の入学定員増により，再度の定員増を行わなかった

場合の５９５名から６２４名に変更する。 

イ．学則変更（収容定員変更）の必要性

資料１「秋田県医師確保計画（抜粋）」に示すように，秋田県の医師数（令和２年末現在）

は，２，４４４人であり，増加傾向にはあるが，人口１０万人当たりでは２５４．７人と，全

国平均の２６９．２人を大きく下回っており，全国との格差は縮まっておらず，医師の絶対数

の確保が必要となっている。 

また，医師の地域偏在に関しても，県庁所在地のある秋田周辺医療圏（県央部）の人口１０

万人当たり医師数は３０８．０人となっているのに対して，北秋田医療圏（県北部）や湯沢・

雄勝医療圏（県南部）ではその３～４割程度にとどまり，地域における医師偏在化が顕著とな 

っている。 

さらに，人口減少，少子高齢化が急速に進行しており，深刻な医師不足は産科婦人科，小児

科，麻酔科等の特定の診療科のみならず，ほとんどの診療科で医師不足の非常事態に直面して

いる。 

こうした中，秋田大学医学部医学科は，秋田県内の医師定着率向上を目的に，平成１８年度

から従来の入学定員の枠内で秋田県地域枠５名を設けたのに続き，「新医師確保総合対策」や

「緊急医師確保対策」等を踏まえ，入学定員について，同２０年度に１０名，同２１年度に５

名，同２２年度に７名，同２３年度に３名，同２６年度に２名，同２７年度に２名の増員を図 

ってきた。これらの増員による入学者に対しては，秋田県と連携し，県からの奨学金を貸与（資

料２）することとしている。 

これらの臨時措置による増員計２９名は令和６年度限りで終了することになるが，これま

での取り組みで，県内における卒後臨床研修医数は毎年７０名前後，その後，引き続き大学を

中心とした各科専門研修に進む医師は５０名程度（全体の４割程度が地域枠）となっている。

しかし，約２５診療科の多くが医師不足状態であるにもかかわらず，平均すると全県で各科の

新専攻医は毎年１～２名程度しか増えていない。一方，専門医が学位取得後に秋田を離れるケ 

ースも少なくないのが現状であり，さらに医師の高齢化も進んでいるため多くの診療科で厳
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しい状況は続いているのが現状である。本県の場合，毎年の各科新専攻医のうち４割程度が地

域枠であり，一定数の一般枠の人数がないとさらに厳しい状況に陥る。このような状況で，地

域を取り巻く各科の医師不足や偏在の解消のめどが立っていないことから，地域枠入学者数

の維持を目的として，２９名全てについて，本申請により再度，令和７年度の定員増を行うも

のである。 

【参考】 

平成 20 年度から地域枠による増員を開始し、令和 6 年度までに 394 名の地域枠学生を確保

してきた。令和 6 年 5 月の時点で，そのうち 195 名が，初期研修医・各科専門専攻医等とし

て県内地域医療に貢献している。 

ウ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容 

①大学と県内各地域医療機関が一体となって地域医療・プライマリケア学習を充実させた

教育課程

 入学者の定員増に伴い，地域枠入学者を含む全ての入学者に対し平成２０年度より，入

学直後からの医療面接・臨床推論・医療行動科学を中心とするプライマリケア教育を通年

開始し，その評価として 7 月に OSCE を行った上で，2 学期に県内地域医療機関および

学内における早期地域医療実習を実施してきた。さらに，5 年次 9 月末から行われてきた

2 週間の地域医療実習を令和元年度から 3 週間に拡大するとともに，その後 6 年次夏ま

での 4 週間ごとの選択実習においても，全期間で県内各地域医療機関での診療参加型臨

床実習を行う予定となっている。集大成としての卒業時のパフォーマンス評価は，医療面

接・臨床推論 3 課題に加え，各診療科のプライマリケア 13 課題（計 16 課題）の診療参

加型臨床実習後（PCC）－OSCE を行っている。このように大学と県内地域医療機関が

一体化して理想的な卒前教育を目指した展開は『秋田モデル』と称されており，令和７年

度以降も引き続き実施し，その内容を充実させていく予定になっている。 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

  ①シミュレーション教育センター 

キャンパス内には東日本で最大規模のシミュレーション教育センターが設置されてお

り，学生・学内教員のみならず県内医療機関の医療従事者にも開放し，高機能シミュレー

ターを用いた実技トレーニングを通して高度な手技修得を行えるよう整備している。

  ②県内医療機関等との連携体制 

 学生が県内の医療機関においてスムーズかつ効果的な臨床実習を行えるよう，本学と

県内の医療機関とで「秋田大学関連病院協議会」を組織しているほか，秋田県医師会とは

県内医療機関，秋田県とともに「四者懇談会」を毎年開催するなど，四位一体の連携体制

を構築して全面的なバックアップを頂いている。  
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  ③様々な教育手法に基づく統合型カリキュラム 

  初年次からの英語による医療面接実習，学生用 Web システム，e-Learning，心エコー

腹部エコーOSCE 等，新たな教育手法の開発や実践に積極的に取り組むことで，1 年次か

ら 6 年次までをモチベーション高く，系統立てて繋ぐ統合型カリキュラムを構築してい

る。 

  ④総合臨床教育研修センター 

  県内一体化した卒前教育にシームレスにつながる形で，卒業後は総合臨床教育研修セ

ンターを中心に，初期臨床研修，さらには専門医取得や学位取得までをスムーズにサポー

トする体制を整えている。

（ウ）教員組織の変更内容 

①あきた医師総合支援センター

  平成２５年４月，秋田県からの委託事業として医学部附属病院内に開設した「あきた医

師総合支援センター」では，地元・秋田の医療を支えている医師やこれから支えてゆく研

修医・医学生を幅広くサポートすることを目的としており，専門医資格の取得やキャリア

アップの方法などについて先輩医師が親身になって相談を受けたり，女性医師のキャリ

ア形成支援や育児・介護相談まで，幅広く県内の医師の定着，増加に向けた活動を継続的

に担っている。 

本センターでは，奨学金の貸与を受けた医学生や大学院生，研修医のキャリア形成のた

めの相談や支援も行っている。知事が指定する 4 年間は，医師不足がより顕著な秋田市以

外の 2 次医療圏の病院での勤務が義務となっており，各科プログラム責任者（診療科長）

とあきた医師総合支援センターが，適宜，相談してコーディネートしている。 

（エ）大学全体の施設･設備の変更内容 

秋田大学全体の施設・設備については，令和７年度以降も学修に支障を来す変更は予定

されておらず，医学部医学科においても良好な環境の整備・維持に努めていく。 
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１  県内の医師数の推移

 本県の医師数は、令和２年末現在で 2,444 人であり、増加傾向には

ありますが、人口 10 万人当たりでは 254.7 人と、全国平均の 269.2 人

を大きく下回っています。全国との格差はなかなか縮まっておらず、

医師の絶対数の確保が必要となっています。  

 少子高齢化が急速に進んでいる本県においては、産婦人科、小児

科、麻酔科等の特定の診療科のみならず、内科、整形外科、外科、眼

科をはじめ、ほぼ全ての診療科で、医師不足となっています。  

表 1-1 医 師 数 の 推 移 （ 単 位 :人 ）

区分
秋田県 全国

（人口 10 万対）

対全国平均

（％）  医師数 人口 10 万対

平成 12 年末 2,155 181.2 201.5 89 .9 

14 年末 2,217 188.5 206.1 91 .5 

16 年末 2,239 193.2 211.7 91 .3 

18 年末 2,278 200.9 217.5 92 .4 

20 年末 2,307 208.2 224.5 92 .7 

22 年末 2,320 213.6 230.4 92 .7 

24 年末 2,308 217.1 237.8 91 .3 

26 年末 2,355 227.1 244.9 92 .7 

28 年末 2,384 236.0 251.7 93 .8 

30 年末 2,413 246.0 258.8 95 .1 

令和２年末 2,444 254.7 269.2 94 .6 

出 典 ： 厚 生 労 働 省 「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 (統 計 ）」
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２  医師の年齢構成・平均年齢の推移

 令和２年の県内医師の年齢構成のうち、 60 歳代（20.1％）、50 歳代

（ 21.7％）、 40 歳代（ 17.7％）で全体の約２／３（ 59.5％）を占めて

います。  

 平均年齢は、平成 10 年以降上昇を続けており、令和２年は 51.3 歳

（全国 50.5 歳）となりました。  

３  女性医師数の推移

 医師総数に占める女性医師の割合は年々上昇し、令和２年は 19.9％

（全国 22.8％）となっています。  
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４  診療科ごとの医師数の推移

 外科が、平成 12 年頃と比較すると 30 人程度少なく推移しているほ

か、小児科や産婦人科についても微減しています 。  

 整形外科は増加傾向にあり、精神科、泌尿器科、皮膚科は、比較的

増加割合が高くなっています。それ以外の科はほぼ同数となっていま

す。  

表 1-2 診 療 科別 医師 数 (人 ） の推 移

H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 
H12→

R2 

内科 814 825 823 810 808 833 822 827 821 810 835 102.6% 

小児科 129 125 130 122 128 132 127 126 123 124 120 93.0% 

精神科 125 140 146 138 152 152 147 153 149 154 158 126.4% 

外科 235 233 220 221 219 204 209 205 208 219 205 87.2% 

整形外科 154 163 163 152 157 159 160 165 165 168 177 114.9% 

産婦人科 115 111 106 97 99 102 107 107 109 105 107 93.0% 

皮膚科 46 48 52 48 48 45 49 50 52 55 58 126.1% 

泌尿器科 69 72 71 74 73 75 76 77 77 83 85 123.2% 

眼科 83 86 87 80 89 80 87 86 89 85 87 104.8% 

脳神経外科 59 61 59 59 56 61 67 68 67 66 61 103.4% 

耳鼻咽喉科 66 63 58 55 62 65 63 62 63 66 69 104.5% 

リハビリテーション科 20 21 24 21 26 27 26 28 23 24 21 105.0% 

出 典 ： (厚 生 労 働 省 ） 「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 (統 計 ） 」

※ 診 療 科 に つ い て 、 次 の と お り 整 理 集 約 し て 分 類 し て い ま す 。

精神科 精神科、心療内科

産婦人科 産婦人科、産科、婦人科

内科 内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科（胃腸内科）、腎臓内科、脳神経内
科、糖尿病内科（代謝内科）、血液内科、アレルギー科、リウマチ科、感染症内科

外科 外科、呼吸器外科、心臓血管外科、乳腺外科、気管食道外科、消化器外科（胃腸外
科）、肛門外科
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５  二次医療圏ごとの状況

 人口 10 万人当たりの医療施設従事医師数を医療圏別でみると、県央

医療圏が 308.0 人と最も多く、最も低い県北医療圏では 170.0 人とな

っており、地域における医師偏在が顕著となっています。  

 また、平成 30 年と令和２年の数値を比較すると、県北医療圏の人口

10 万対医療施設従事医師数がほぼ横ばいですが、その他の二次医療圏

では増加しています。  

表 1-3 二次医療圏の状況    （単位 :人）  

出典 :「医師・歯科医師・薬剤師統計」（令和２年）

（ 参 考 ： 旧 二 次 医 療 圏 の 状 況 ） （ 単 位 :人 ）
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６  医師養成数等の状況

 平成 16 年以降、秋田県内の臨床研修医採用数の平均は約 68 人で、

最も多かったのは平成 28 年の 84 人、最も少なかったのは平成 23 年

の 51 人です。  

 近年は、臨床研修医採用数の約６割から７割が秋田大学医学部出身

者となっています。  

 令和５年は、73 人と前年度から７人増え、３年ぶりに前年度比で増

加となりました。  

 県の修学資金の貸与を受け、義務期間として県内の医療機関で勤務

する医師は年々増加しており、令和５年時点では 228 名となっていま

す。知事指定医療機関で勤務する医師も徐々に増え始めており、令和

５年時点で 80 名となりました。  
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 医師偏在指標の下位 33.3％に属する医療圏を医師少数区域及び医師

少数都道府県と定義し、医師少数区域に属する二次医療圏又は医師少

数都道府県に属する都道府県がこれを脱することを繰り返し、全ての

二次医療圏及び都道府県が令和 18 年度までに医療ニーズを満たすこと

を目指します（図 2-1）。  

 また、医師多数区域及び医師多数都道府県は、医師確保対策の遂行

上の需給バランスの観点から、医師偏在指標の上位 33.3％に属する医

療圏と定義されます。  

 本県に関する医師偏在指標、及び医師偏在指標算定に係る諸数値等

は以下のとおりであり、県全体が医師少数県、県央医療圏を除く二次

医療圏が医師少数区域、県央医療圏は医師多数区域に該当します。  

１  本県の医師偏在指標算定に係る諸数値等

  本県の医師偏在指標算定に関する「標準化医師数」及び「地域の人

口（１０万人）×地域の標準化受療率比」は、次のとおりとなります。

  表 2-1 医師偏在指標算定に係る諸数値等  

医療圏名 標準化医師数
医療施設

従事医師数
地域の人口

標準化

受療率比

（人） （人） （10万人）

全国（参考） 323,700 323,700 1,266.54 1.00

秋田県 2,334.3 2,328 9.71 1.21

　県北 359.5 357 2.15 1.18

　県央 1,483.8 1,492 4.85 1.26

　県南 491.0 479 2.71 1.13

第２節 医師少数区域・医師多数区域

第３節 本県における医師偏在指標の設定
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２  本県の医師偏在指標等

  本県の医師偏在指標、区域の指定及び都道府県別又は二次医療圏別

の全国順位は次のとおりとなります。  

表 2-2 医師偏在指標及び区域の設定  

（参考  旧二次医療圏の医師偏在指標：二次医療圏変更前の暫定値）

医療圏名 順位

（位）

全国（参考） 255.6

秋田県 199.4 医師少数県 ４１／４７

　県北 142.0 医師少数区域 ３０６／３３０

　県央 243.4 医師多数区域 ８０／３３０

　県南 159.6 医師少数区域 ２６８／３３０

医師偏在指標及び

区域の指定

医療圏名 順位

（位）

全国（参考） 255.6

秋田県 199.4 医師少数県 41／47

　大館・鹿角 129.1 医師少数区域 327／335

　北秋田 159.2 医師少数区域 271／335

　能代・山本 155.5 医師少数区域 282／335

　秋田周辺 261.3 医師多数区域 65／335

　由利本荘・にかほ 173.2 医師少数区域 237／335

　大仙・仙北 154.7 医師少数区域 284／335

　横手 181.1 217／335

　湯沢・雄勝 132.5 医師少数区域 322／335

医師偏在指標及び

学則変更の趣旨－14



秋田大学
地域枠

東北医科
薬科大枠

市町村
振興枠

岩手医科大学
地域枠

元気枠

・秋田大学医
学生

※地域枠合格
者

・東北医科薬
科大学医学生 ・医学生

・岩手医科大
学医学生

※秋田県地域
枠合格者

・秋田大学医
学生

・大学院生

※公私立、学
年、出身は問わ
ず

・月額３０万
円
・入学料相当
額加算無し

・月額２０万
円

・月額３０万円
・入学料相当額
２８万２千円
（１年生のみ）

・大学卒業まで
・大学院修了ま
で（最長４年
間）

勤務先

・大学院又は研
修修了後、直ち
に知事が指定す
る公的医療機
関等に勤務

診療科

・知事が別に定
める診療科
（産婦人科、小
児科、麻酔科、
精神科、外科、
循環器内科、消
化器内科）
※専門研修医の
み上記診療科及
び総合診療科

勤務期間
・貸与期間と同
じ期間

資料２：修学資金制度の概要

医　　学　　生

貸与対象者

返還猶予
・大学、大学院に在学しているとき
・災害や疾病、負傷によりやむを得ず医師の業務に従事できないとき

大学院生

返還免除要件

・大学卒業後、１年６月以内に医師免許を取得し、その後直ちに、県内の公的
医療機関等に勤務
・返還免除要件となる勤務期間のうちの半分を、知事が指定する公的医療機関
等に勤務（平成２０年度以降、貸与開始者に限る）
・市町村振興枠の知事指定勤務先は、自治体病院診療所が優先（ただし診療所
の勤務にあっては１年を限度とする）

・限定なし

・貸与期間の１．５倍の期間

返還
・返還免除要件を満たさない場合、貸与額に年１０％の利息を付した額を、１年以内に月賦又は
半年賦で返還

貸与額

・月額１５万円
（自宅通学者は１０万円）
・入学料相当額２８万２千円
（１年生のみ）

貸与期間 ・大学卒業まで（最長６年間）
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令和７年度 

医学部入学定員増員計画 

秋大総第  465  号 

令和６年８月 22 日 

文部科学省高等教育局長 殿 

  国立大学法人秋田大学長  

南 谷 佳 弘  

「地域の医師確保等の観点からの令和７年度医学部入学定員の増加について（令和６年８

月７日文部科学省高等教育局長・厚生労働省医政局長通知）」を受けて、標記に関する資料

を提出します。 

＜連絡先＞ 

責任者連絡先 職名・氏名 医学系研究科・医学部総務課 総括主査 笹村浩介 

TEL ０１８－８８４－６００６ 

FAX ０１８－８３４－８６１９ 

E-mail k-sasamura@jimu.akita-u.ac.jp
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国公私立

国立

１．現在（令和６年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

124 5 0 769

（収容定員計算用）

R1 R2 R3 R4 R5 R6 計

124 124 124 124 124 124 744

5 5 5 5 5 0 25

（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

129 129 129 129 129 124 769

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和７年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

95 5 0 595

（収容定員計算用）

R7 R8 R9 R10 R11 R12 計

95 95 95 95 95 95 570

5 5 5 5 5 0 25

（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

100 100 100 100 100 95 595

３．令和７年度の増員計画

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

124 5 0 624

（収容定員計算用）

R7 R8 R9 R10 R11 R12 計

124 95 95 95 95 95 599

5 5 5 5 5 0 25

（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

129 100 100 100 100 95 624

29

（内訳）

29

29

大学名

秋田大学

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

（ア）入学定員

（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員

（イ）2年次編入学定員

計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研究医枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計
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数
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２
）
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
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計
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校
（

特
別

支
援

学
校

の
高

等
部

を
含

む
。
）

を
令

和
5
年

3
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

お
よ

び
令

和
6
年

3
月

卒
業

見
込

み
の

者

(2
)

入
学

後
は

秋
田

県
の

修
学

資
金

の
貸

与
を

受

け
る

と
と
も

に
，

医
師

免
許

取
得

後
は

，
秋

田
県

地

域
枠

医
師

等
キ

ャ
リ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

従
っ
て

，

定
め

ら
れ

た
期

間
，

義
務

履
行

す
る

こ
と
を

確
約

で
き

る
者

(3
)

学
業

成
績

お
よ

び
人

物
と
も

に
優

れ
，

出
身

学

校
長

（
高

等
学

校
長

等
）

が
責

任
を

持
っ
て

推
薦

で
き

，
合

格
し

た
場

合
，

入
学

を
確

約
で

き
る

者

(4
)

調
査

書
の

学
習

成
績

概
評

が
Ａ

段
階

（
全

体
の

学
習

成
績

の
状

況
が

4
.3

以
上

）
の

者

(5
)

本
学

他
学

部
お

よ
び

他
の

国
公

立
大

学
の

学

校
推

薦
型

選
抜

に
出

願
し

て
い

な
い

者

（
診

療
科

の
選

定

（
推

奨
）

が
あ

る
場

合
）

そ
の

診
療

科
名

診
療

科
の

選
定

の

有
無

（
３
）
令
和
7
年
度
地
域
の
医
師
確
保
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1
）

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

成
績

，
調

査
書

，
推

薦
書

，
志

願
理

由
書

，

小
論

文
お

よ
び

面
接

の
結

果
を

総
合

し
て

判
定

す
る

。

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

成
績

，
本

学
が

実
施

す
る

個
別

学
力

検
査

等
の

成
績

お
よ

び
調

査
書

の
内

容
を

総
合

し
て

判
定

す
る

。

名
称

選
抜

方
式

①
令
和
5
年
度
に
実
施
し
た

地
域

枠
学

生
(令

和
6
年

入
学

)の
選

抜
に

つ
い

て
、
下

記
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
ま

た
、
参

考
と
し

て
学

生
募

集
要

項
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。
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（
※

1
）

貴
大

学
に

お
い

て
作

成
し

た
学

生
募

集
要

項
に

記
載

の
内

容
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

②
令
和
６
年
度
に
実
施
す
る

地
域

枠
学

生
(令

和
７

年
入

学
)の

選
抜

に
つ

い
て

、
下

記
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

ま
た

、
参

考
と
し

て
P
R

の
た

め
に

作
成

し
た

文
書

（
リ
ー

フ
レ

ッ
ト

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ
，

新
聞

，
雑

誌
等

）
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

地
域

枠
（

ⅰ
）

学
校

推
薦

型
選

抜

別
枠

（
先

行

型
）

2
4

2
4

無

R
6

地
域

枠

（
ⅲ

）
一

般
選

抜

地
域

枠
（

前
期

・

後
期

）

別
枠

（
区

別

型
）

5
5

無

R
6

合
計

2
9

2
9

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

（
診

療
科

の
選

定

（
推

奨
）

が
あ

る
場

合
）

そ
の

診
療

科
名

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1
）

出
願

要
件

（
※

1
）

開
始

年
度

備
考

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

成
績

，
本

学
が

実
施

す
る

個
別

学
力

検
査

等
の

成
績

お
よ

び
調

査
書

の
内

容
を

総
合

し
て

判
定

す
る

。

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

①
 高

等
学

校
も

し
く
は

中
等

教
育

学
校

を
卒

業
し

た
者

お
よ

び
令

和
7
年

3
月

卒

業
見

込
み

の
者

②
 通

常
の

課
程

に
よ

る
1
2
年

の
学

校
教

育
を

修
了

し
た

者
お

よ
び

令
和

7
年

3
月

修
了

見
込

み
の

者

③
 学

校
教

育
法

施
行

規
則

第
1
5
0
条

（
第

6
号

を
除

く
。
）

の
規

定
に

よ
り
高

等
学

校
を

卒
業

し
た

者
と
同

等
以

上
の

学
力

が
あ

る
と
認

め
ら

れ
る

次
の

ア
か

ら
カ

の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

お
よ

び
令

和
7
年

3
月

3
1
日

ま
で

に
こ

れ
に

該
当

す
る

見

込
み

の
者

ア
外

国
に

お
い

て
学

校
教

育
に

お
け

る
1
2
年

の
課

程
を

修
了

し
た

者
ま

た
は

こ
れ

に

準
ず

る
者

で
文

部
科

学
大

臣
の

指
定

し
た

も
の

イ
文

部
科

学
大

臣
が

高
等

学
校

の
課

程
と
同

等
の

課
程

を
有

す
る

も
の

と
し

て
認

定
し

た
在

外
教

育
施

設
の

当
該

課
程

を
修

了
し

た
者

ウ
専

修
学

校
の

高
等

課
程

（
修

業
年

限
が

3
年

以
上

で
あ

る
こ

と
そ

の
他

の
文

部

科
学

大
臣

が
定

め
る

基
準

を
満

た
す

も
の

に
限

る
。
）

で
文

部
科

学
大

臣
が

別
に

指
定

す
る

も
の

を
文

部
科

学
大

臣
が

定
め

る
日

以
後

に
修

了
し

た
者

エ
文

部
科

学
大

臣
の

指
定

し
た

者

オ
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
試

験
規

則
（

平
成

1
7
年

文
部

科
学

省
令

第
1

号
）

に
よ

る
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
試

験
に

合
格

し
た

者
（

同
規

則
附

則
第

2
条

の
規

定
に

よ
る

廃
止

前
の

大
学

入
学

資
格

検
定

規
程

（
昭

和
2
6
年

文
部

省
令

第
1
3
号

）
に

よ
る

大
学

入
学

資
格

検
定

に
合

格
し

た
者

を
含

む
。
）

で
1
8

歳
に

達
し

た
も

の

カ
本

学
に

お
い

て
，

個
別

の
入

学
資

格
審

査
に

よ
り
，

高
等

学
校

を
卒

業
し

た
者

と
同

等
以

上
の

学
力

が
あ

る
と
認

め
た

者
で

，
1
8
歳

に
達

し
た

も
の

　
な

お
，

医
学

部
医

学
科

後
期

日
程

の
秋

田
県

地
域

枠
に

出
願

す
る

場
合

は
，

上
記

①
か

ら
③

の
い

ず
れ

か
の

出
願

資
格

に
加

え
て

，
「
秋

田
県

内
の

高
等

学
校

（
特

別
支

援
学

校
の

高
等

部
を

含
む

。
）

を
卒

業
し

た
者

お
よ

び
令

和
7
年

3
月

卒
業

見
込

み
の

者
」
お

よ
び

「
入

学
後

は
秋

田
県

の
修

学
資

金
の

貸
与

を
受

け
る

と
と
も

に
，

医
師

免
許

取
得

後
は

，
秋

田
県

地
域

枠
医

師
等

キ
ャ
リ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

従
っ
て

，
定

め
ら

れ
た

期
間

，
義

務
履

行
す

る
こ

と
を

確
約

で
き

る
者

」
が

名
称

選
抜

方
式

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

成
績

，
調

査
書

，
推

薦
書

，
志

願
理

由
書

，

小
論

文
お

よ
び

面
接

の
結

果
を

総
合

し
て

判
定

す
る

。

次
の

(1
)か

ら
(5

)の
要

件
す

べ
て

に
該

当
す

る
者

(1
) 

秋
田

県
内

の
高

等
学

校
（

特
別

支
援

学
校

の
高

等
部

を
含

む
。
）

を
令

和
6
年

3
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

お
よ

び
令

和
7
年

3
月

卒
業

見
込

み
の

者

(2
) 

入
学

後
は

秋
田

県
の

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

る
と
と

も
に

，
医

師
免

許
取

得
後

は
，

秋
田

県
地

域
枠

医
師

等

キ
ャ
リ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

従
っ
て

，
定

め
ら

れ
た

期
間

，
義

務
履

行
す

る
こ

と
を

確
約

で
き

る
者

(3
) 

学
業

成
績

お
よ

び
人

物
と
も

に
優

れ
，

出
身

学
校

長

（
高

等
学

校
長

等
）

が
責

任
を

持
っ
て

推
薦

で
き

，
合

格
し

た
場

合
，

入
学

を
確

約
で

き
る

者

(4
) 

調
査

書
の

学
習

成
績

概
評

が
Ａ

段
階

（
全

体
の

学
習

成
績

の
状

況
が

4
.3

以
上

）
の

者

(5
) 

本
学

他
学

部
お

よ
び

他
の

国
公

立
大

学
の

学
校

推
薦

型
選

抜
に

出
願

し
て

い
な

い
者

診
療

科
の

選
定

の

有
無

（
※

1
）

貴
大

学
に

お
い

て
、
P
R

の
た

め
に

作
成

し
た

文
書

（
リ
ー

フ
レ

ッ
ト

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ
，

新
聞

，
雑

誌
等

）
に

記
載

の
内

容
（

貴
大

学
に

お
い

て
作

成
予

定
の

学
生

募
集

要
項

に
記

載
予

定
の

内
容

）
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
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１
－
２
．
教
育
内
容

②
（

過
去

に
地

域
枠

を
設

定
し

た
こ

と
が

あ
る

場
合

）
こ

れ
ま

で
の

取
組

・
実

績
を

、
3
～

5
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

③
上

記
①

の
教

育
内

容
（

正
規

科
目

）
に

つ
い

て
、
講

義
・
実

習
科

目
内

容
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
ま

た
、
参

考
と
し

て
シ

ラ
バ

ス
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

地
域

枠
学

生
そ

の
他

の
学

生

１
年

次
初

年
次

ゼ
ミ
「
医

学
」
Ⅰ

全
員

必
修

必
修

講
義

1

１
年

次
初

年
次

ゼ
ミ
「
医

学
」
Ⅱ

全
員

必
修

必
修

講
義

1

１
年

次
医

療
行

動
科

学
全

員
必

修
必

修
実

習
3

２
年

次

地
域

医
療

・
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

と
チ

ー
ム

医
療

全
員

必
修

必
修

講
義

1

４
年

次
総

合
診

療
・
臨

床

検
査

全
員

必
修

必
修

講
義

1

５
年

次
地

域
医

療
実

習
全

員
必

修
必

修
実

習
2

５
年

次
秋

田
県

研
修

病
院

実
習

全
員

必
修

必
修

実
習

2

６
年

次
地

域
医

療
実

習
全

員
必

修
必

修
実

習
2

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、
何

も
記

入
せ

ず
そ

の
ま

ま
に

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

平
成

2
0
年

度
か

ら
地

域
枠

に
よ

る
増

員
を

開
始

し
、
令

和
6
年

度
ま

で
に

3
9
4
名

の
地

域
枠

学
生

を
確

保
し

、
上

記
の

教
育

の
取

り
組

み
（

地
域

枠
に

特
化

せ
ず

、
一

般
枠

も
含

め
全

員
に

必
修

で

行
っ
て

い
る

。
）

を
行

っ
て

き
た

。
令

和
6
年

5
月

の
時

点
で

、
そ

の
う
ち

1
9
5
名

が
、
初

期
研

修
医

・
各

科
専

門
専

攻
医

等
と
し

て
県

内
地

域
医

療
に

貢
献

し
て

い
る

。

（
参

考
：

記
入

例
）

平
成

○
年

度
か

ら
地

域
枠

に
よ

る
増

員
を

開
始

し
、
□

□
、
■

■
な

ど
の

取
組

を
行

っ

て
き

た
。
令

和
６

年
度

ま
で

に
△

名
の

地
域

枠
学

生
を

確
保

し
、
そ

の
う
ち

▲
名

が
現

在
～

～
と
し

て
地

域
医

療
に

貢
献

し
て

い
る

。

（
参

考
：

記
入

例
）

1
～

2
年

次
に

は
、
「
○

○
」
と
い

う
科

目
を

開
講

す
る

と
と
も

に
「
△

△
」
を

必
修

化
し

、
～

～
を

学
ん

で
い

る
。
3
～

4
年

次
に

は
、
×

×
実

習
を

行
い

、
～

～
を

学
ん

で
い

る
。
ま

た

キ
ャ
リ
ア

支
援

と
し

て
□

□
を

実
施

し
て

い
る

。
令

和
７

年
度

か
ら

は
、
■

■
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど
、
～

～
を

図
る

こ
と
と
し

て
い

る
。

H
2
2

H
2
2

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
を

担
う
総

合
的

な
診

療
能

力
を

修
得

す
る

た
め

に
必

修
講

義
と
し

て
、
入

学
直

後
か

ら
1
年

次
通

年
（

毎
週

火
曜

日
3
－

4
コ

マ
）

で
主

要
症

候
の

臨
床

推
論

学
習

と
医

療
面

接
演

習
を

行
い

、
評

価
と
し

て
の

O
S
C

E
を

1
年

次
7
月

・1
2
月

に
4
ス

テ
ー

シ
ョン

で
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り
4
年

次
共

用
試

験
O

S
C

E
お

よ
び

そ
の

後
の

レ
ベ

ル
向

上
を

図
っ
て

い
る

。
1
年

次
1
0
月

か
ら

は
学

内
・県

内
地

域
医

療
機

関
へ

の
早

期
臨

床
実

習
・地

域
医

療
実

習
を

3
日

間
実

施
す

る
。
2

年
次

で
は

、
地

域
医

療
講

義
、
多

職
種

連
携

・地
域

包
括

ケ
ア

P
B

L
の

講
義

を
1
週

間
行

う
。
ま

た
、
総

合
診

療
・検

査
診

断
学

講
座

と
総

合
診

療
医

セ
ン

タ
ー

（
令

和
2
年

度
設

置
）

に
お

い
て

、
関

連
す

る
講

義
及

び
実

習
を

補
強

す
る

。
集

大
成

と
し

て
の

4
年

次
1
0
月

か
ら

の
診

療
参

加
型

臨
床

実
習

（
1
年

目
C

C
1
,2

年
目

C
C

2
）

で
は

、
C

C
1
に

お
い

て
、
学

内
の

診
療

科
で

1
年

間
実

習
後

、
5
年

次
1
0
月

に
3
週

間
の

秋
田

県
研

修
病

院
実

習
（

必
修

）
を

行
う
。
そ

の
後

の

C
C

2
に

お
い

て
は

、
学

内
・外

の
各

分
野

を
4
－

5
週

間
単

位
×

7
ク

ー
ル

（
選

択
）

で
実

施
す

る
が

、
そ

の
う
ち

の
1
ク

ー
ル

を
秋

田
市

以
外

の
県

内
医

療
機

関
に

よ

る
地

域
包

括
ケ

ア
を

含
む

地
域

医
療

実
習

（
必

修
）

と
し

て
実

施
し

て
い

る
。

対
象

学
年

講
義

・
実

習
名

対
象

者

（
※

1
）

必
修

／
選

択
の

別
講

義
／

実
習

の

別

単
位 数

H
2
2

H
3
0

①
地

域
枠

学
生

が
卒

後
に

勤
務

す
る

こ
と
が

見
込

ま
れ

る
都

道
府

県
で

の
地

域
医

療
実

習
な

ど
、
地

域
医

療
を

担
う
医

師
養

成
の

観
点

か
ら

の
教

育
内

容
の

概
要

（
令

和
７

年
度

）
に

つ
い

て
、
5
～

6
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

（
※

1
）

対
象

者
は

、
当

該
講

義
・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
（

地
域

枠
学

生
の

希
望

者
の

み
の

場
合

は
、
対

象
者

を
「
地

域
枠

学
生

」
、
必

修
／

選
択

の
別

を
「
選

択
」
と
ご

記
載

く
だ

さ
い

。
）

H
2
1
以

前

R
1

R
1

開
始

年
度

H
2
2
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④
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、
提

供
す

る
地

域
医

療
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ

れ
ば

、
そ

の
内

容
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

対
象

学
年

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

対
象

者

（
※

1
）

期
間

（
例

：
○

週

間
）

開
始

年
度

（
※

1
）

対
象

者
は

、
当

該
講

義
・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、
何

も
記

入
せ

ず
に

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

⑤
上

記
③

④
以

外
に

、
地

域
医

療
を

担
う
医

師
の

養
成

に
関

す
る

取
組

等
が

あ
れ

ば
、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（

令
和

５
年

度
以

前
か

ら
継

続
す

る
取

組
を

含
む

）
（

1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度

高
校

訪
問

講
義

主
な

県
内

各
地

域
の

高
校

に
お

い
て

医
師

を
目

指
す

高
校

生
に

対
し

最
新

の

医
学

教
育

に
つ

い
て

入
学

前
教

育
を

毎
年

度
実

施
し

て
い

る
。
こ

れ
ま

で

1
,5

7
2
名

の
参

加
が

あ
っ
た

。

H
2
2

メ
デ

ィ
カ

ル
セ

ミ
ナ

ー

医
学

科
に

興
味

が
あ

る
県

内
高

校
生

に
対

し
、
医

学
部

に
お

け
る

医
学

教
育

、

臨
床

、
研

究
、
地

域
医

療
の

魅
力

に
つ

い
て

、
そ

の
実

際
を

見
学

し
た

り
、
実

践

的
に

学
ぶ

セ
ミ
ナ

ー
を

毎
年

度
開

催
し

て
い

る
。

H
2
3

都
道

府
県

と
の

連
携

学則変更の趣旨－22



２
．
都
道
府
県
等
と
の
連
携

月
額

総
貸

与
額

大
学

の
関

与
の

有
無

 (
※

1
）

秋
田

県
2
9

新
入

生

自
宅

通
学

者

　
　
1
0
万

円

自
宅

外
通

学
者

　
　
1
5
万

円

7
4
8
万

2
千

円

1
,1

0
8
万

2
千

円

○
無

 (
※

1
）

診
療

科
の

限
定

ま
た

は
推

奨
が

あ
る

場
合

は
、
備

考
欄

に
詳

細
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
※

該
当

が
な

い
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

②
そ

の
他

、
都

道
府

県
と
連

携
し

た
取

組
が

あ
れ

ば
、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（

例
：

在
学

中
の

学
生

に
対

す
る

都
道

府
県

と
連

携
し

た
相

談
・
指

導
、
卒

後
の

キ
ャ
リ
ア

パ
ス

形
成

等
に

対
す

る
支

援
）

（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

３
．
そ
の
他取

組
の

名
称

備
考

・総
貸

与
額

に
は

，
入

学
料

相
当

額
（

2
8
万

2
千

円
）

を
含

む
。

・一
般

選
抜

後
期

日
程

（
地

域
枠

）
5
人

，
学

校
推

薦
型

選
抜

Ⅱ

（
地

域
枠

）
2
4
人

の
入

学
試

験
の

地
域

枠
2
9
人

で
選

抜
す

る
こ

と
と
し

て
お

り
，

秋
田

県
の

修
学

資
金

の
貸

与
を

受
け

，
卒

業
後

一
定

期

間
，

秋
田

県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

で
医

療
に

従
事

す
る

強
い

意
志

を
有

す
る

者
を

推
薦

要
件

と
し

，
入

試
を

実
施

し
て

い
る

。

診
療

科
の

選
定

の
有

無

（
診

療
科

の
選

定

（
推

奨
）

が
あ

る
場

合
）

そ
の

診
療

科
名

選
抜

時
期

選
抜

方
法

③
地

域
枠

入
学

者
で

あ
れ

ば
別

途
選

抜
を

実
施

せ
ず

貸
与

返
還

免
除

要
件

・大
学

卒
業

後
，

１
年

６
か

月
以

内
に

医
師

免
許

を
取

得
し

，
そ

の
後

直
ち

に
県

内
の

公
的

医
療

機
関

等
に

勤
務

す
る

こ
と
。

・県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

の
勤

務

期
間

が
貸

与
期

間
の

1
.5

倍
に

達
す

る
こ

と
。

・返
還

免
除

要
件

と
な

る
勤

務
期

間

の
う
ち

，
そ

の
２

分
の

１
の

期
間

に
つ

い
て

は
，

知
事

が
指

定
す

る
公

的
医

療
機

関
等

に
お

い
て

医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

こ
と
。

１
．

各
地

区
医

療
機

関
の

教
育

研
修

体
制

の
充

実
、
教

育
力

向
上

の
た

め
に

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ

ョン
教

育
セ

ン
タ

ー
で

県
内

医
療

機
関

の
医

師
・看

護
師

・医
療

従
事

者
の

た
め

の
各

種
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
て

い
る

。
ま

た
、
セ

ン
タ

ー
の

高
性

能
シ

ミ
ュ
レ

ー
タ

ー
を

持
参

し
て

県
内

医
療

機
関

で
病

棟
単

位
な

ど
の

救
急

セ
ミ
ナ

ー
を

開
催

し
て

お
り
、
今

後
も

充
実

し
て

い
く予

定
で

あ
る

。

２
．

大
学

と
県

内
地

域
医

療
機

関
の

指
導

医
と
e
-ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

を
共

有
し

て
、
学

生
指

導
の

評
価

や
指

導
内

容
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

準
備

を
し

て
い

る
。

貸
与

対
象

貸
与

額
　
（

例
：

2
0
0
,0

0
0
）

取
組

の
概

要
（

1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度

修
学

資
金

貸
与

学
生

向
け

説
明

会
修

学
資

金
制

度
へ

の
理

解
と
卒

後
の

キ
ャ
リ
ア

パ
ス

形
成

等
を

支
援

す
る

た

め
，

入
学

前
，

４
年

次
，

６
年

次
に

説
明

会
を

実
施

し
て

い
る

。
H

2
5

①
都

道
府

県
が

設
定

す
る

奨
学

金
に

つ
い

て
、
以

下
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
併

せ
て

、
都

道
府

県
が

厚
生

労
働

省
に

提
出

す
る

予
定

の
地

域
の

医
師

確
保

等
に

関
す

る
計

画
及

び
「
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
の

総
合

的
な

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」
（

平
成

元
年

法
律

第
6
4
号

）
第

４
条

に
規

定
す

る
都

道
府

県
計

画
等

に
位

置
づ

け
る

こ
と
を

約
束

す
る

文
書

を
添

付
し

て
下

さ
い

。

な
お

、
複

数
の

奨
学

金
を

設
定

し
て

い
る

場
合

は
、
そ

れ
ぞ

れ
記

入
く
だ

さ
い

。

１
～
２
に
記
入
し
た
も
の
以
外
で
、
そ

の
他

、
地

域
の

医
師

確
保

の
観

点
か

ら
大

学
の

今
後

の
取

組
が

あ
れ

ば
、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（

1
～

3
行

程
度

）

特
に

、
都

道
府

県
か

ら
の

奨
学

金
の

貸
与

を
受

け
る

者
、
地

域
枠

入
学

者
を

確
保

す
る

た
め

に
貴

大
学

で
取

り
組

ま
れ

て
い

る
こ

と
や

今
後

の
取

組
み

予
定

が
あ

り
ま

し
た

ら
、
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

奨
学

金
の

設
定

主
体

貸
与

人
数

学則変更の趣旨－23



学校推薦型選抜学生募集要項

令和 6年度

国立大学法人秋田大学
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令和５年11月18日（土）

令和５年12月５日（火）

学校推薦型選抜への出願について

１　国公立大学の学校推薦型選抜（大学入学共通テストを課す場合，課さない場合を含めて）への出
願は，一つの大学・学部に限られています。

　　ただし，一つの大学・学部の学校推薦型選抜募集単位（学科・課程・専攻・コース等）について，
大学入学共通テストを課さない学校推薦型選抜で不合格となった場合は，同一の学科・課程・専攻・
コース等の大学入学共通テストを課す学校推薦型選抜に出願することができます。

　　したがって，本学の場合，教育文化学部の学校教育課程教育実践コースの学校推薦型選抜Ⅰで不
合格になった場合に，同一の学校教育課程教育実践コースの学校推薦型選抜Ⅱに出願することがで
きます。

２　学校推薦型選抜で不合格となった場合に備えて，本学または他の国公立大学・学部の一般選抜等
（前期日程から一つ，中期日程から一つ，および後期日程から一つの合計三つの大学・学部）に出
願しておくことは，差し支えありません。

　　なお，本学の一般選抜に出願する場合は，大学入学共通テストの受験を要する教科・科目などに
学校推薦型選抜と違いがありますので，別途「令和６年度一般選抜学生募集要項」等で必ず確認し
てください。

３　本学の学校推薦型選抜実施学部・学科・課程等および日程
　1) 学校推薦型選抜を実施する学部・学科・課程等

○学校推薦型選抜Ⅰ （大学入学共通テストを課さないもの）

○学校推薦型選抜Ⅱ （大学入学共通テストを課すもの）

　2) 学校推薦型選抜実施日程

実   施   学   部 学 科 ・ 課 程 コ ー ス

教 育 文 化 学 部 学 校 教 育 課 程 教 育 実 践 コ ー ス

実　 施　 学　 部

国 際 資 源 学 部

教 育 文 化 学 部

医　　 　学 　　　部

学 科 ・ 課 程

国 際 資 源 学 科

学 校 教 育 課 程

地 域 文 化 学 科

医　　　 学　　　 科

専　攻 ・ コ ー ス

資源政策コース，資源地球科学コース，資源開発環境コース

教育実践コース，英語教育コース，理数教育コース，こども発達コース

区　　　分 学校推薦型選抜Ⅰ 学校推薦型選抜Ⅱ

出　願　期　間

試　　験　　日

合 格 者 発 表

入 学 手 続 期 間

　　　　　　　　　　　　　 入学志願者の個人情報保護について

　本学では，提出された出願書類から志願者の個人情報を取得し，また，入学試験の実施により受
験者の個人情報を取得しますが，これらの個人情報は，下記の目的で利用します。
 【利用目的】
　 ○　入学者選抜に関する業務（統計処理などの付随する業務を含む。）に利用します。
　 ○　入学手続完了者にあっては，入学後の学籍管理，学習指導，学生支援関係業務および授業
　　 料徴収業務に利用します。
　 ○　国公立大学の一般選抜における合格決定業務を円滑に行うために，学校推薦型選抜の合格
　　 および入学手続等に関する個人情報（氏名，性別，生年月日，高等学校等コードおよび大学
　　 入学共通テストの受験番号）を，大学入試センターおよび併願先の国公立大に通知します。

令和６年１月 18 日（木）【医学部医学科】

令和６年１月 19 日（金）【国際資源学部，

教育文化学部，医学部医学科】

（医学部医学科の一般枠は 18 日（木）のみ）

～令和５年11月１日（水）

令和５年11月６日（月）

～令和５年12月13日（水）

令和５年12月19日（火）

～令和６月２月15日（木）

令和６月２月16日（金）

～令和５年12月14日（木）

令和５年12月15日（金）

令和６月２月９日（金）
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【医学部】
　

　◆育てる人間像

　　　医学部では，豊かな教養に支えられた人間性と高い倫理観および学問の進歩に対応し

　　うる柔軟な適応能力と課題探求・問題解決能力を養い，医学・健康科学に対する充分な

　　理解のもとに，人々の健康と医療・福祉に貢献できる国際的視野を備えた使命感にあふ

　　れる人材を育成します。

　●求める人物像

　　１．病気に悩む人々の痛みや苦しみを理解し真摯な態度で接することができる人

　　２．医療・保健・福祉の発展を目指して一生涯にわたり医学の研鑽にたゆみない努力を

　　　継続できる人

　　３．素直で協調性に富み，周囲の人々と円滑な人間関係を築けるコミュニケーション能

　　　力を持つ人

［医学科］
　●求める人物像

　　１．地域医療への理解と共感を有し，将来の医師としての強い倫理観を持ち，住民の健

　　　康・福祉に寄与できる人

　　２．基礎および臨床医学や社会医学の研究に深い関心を持ち，国際性を備えた研究者と

　　　しての資質を有する人

　　３．大学入学後の学業に支障ないだけの隔たりのない基礎学力を持ち，生命科学に対す

　　　る関心を持つ将来性豊かな人

　　※高等学校等で修得すべき具体的な内容

　　　国　　　語－文化・社会の理解に求められる読解と表現に関わる幅広い基礎知識およ

　　　　　　　　　びコミュニケーション能力

　　　英　　　語－国際社会に求められる読解と表現に関わる幅広い基礎知識およびコミュ

　　　　　　　　　ニケーション能力

　　　数　　　学－「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ⅲ」，「数学Ａ」，「数学Ｂ」における内容の

　　　　　　　　　理解とそれらを活かせる数学的思考力

　　　地歴・公民－将来，地域や国際社会で良識をもった人間として活躍するために必要な

　　　　　　　　　知識や教養

　　　理　　　科－「生物」，「化学」および「物理」の幅広い知識と科学的な探究心

　　　そ　の　他－ストレスに負けない体力と精神力，周囲の人々との協調性

　●入学者選抜の基本方針

　　《学校推薦型選抜》

　　　高等学校等において学業その他に優れた成績を修め，感性豊かな人間性を持ち，他者

　　に対するいたわりと共感する心を有するとともに，医療・医学への研究志向を有する知

　　的好奇心に満ちた学生を求めます。

　　　そのため，大学入学共通テストで「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」を評価

　　し，個別学力検査等で，小論文と面接を課して「知識・技能」，「思考力・判断力・表現

　　力」，「主体性・多様性・協働性」「将来性」を評価し，調査書を面接の参考資料として「主

　　体性・多様性・協働性」，「将来性」を評価します。

　　　地域枠による選抜については，秋田県修学資金受給の意思，卒業後に秋田県内の公的

　　医療機関に勤務する意欲，地域医療の充実と向上に貢献する気概と意欲の有無を重視し

　　て選抜します。
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　●入学者選抜方法における重点評価項目

入　試　区　分 入学者選抜方法 知識・技能
思考力・判断
力・表現力

主体性を持って多様な
人々と協働して学ぶ態度

（主体性・多様性・協働性）
将来性

関心・意
欲・態度

協働性

学校推薦型選抜Ⅱ

大学入学共通テスト ○ ○

小論文 ○ ○ ○

面接 ○ ○ ○ ○

推薦書 ○ ○ ○

調査書 ○ ○ ○
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１　募集人員（学校推薦型選抜Ⅱ）

２　推薦の要件

　国際資源学部

学　　　　　部 学科・課程・専攻・コース・枠 募集人員

国 際 資 源 学 部
国 際 資 源 学 科

資源政策コース   3 人

資源地球科学コース   4 人

資源開発環境コース   5 人

小　　　　　　　計  12 人

教 育 文 化 学 部

学 校 教 育 課 程

教育実践コース   9 人

英語教育コース   2 人

理数教育コース   8 人

こども発達コース   6 人

地 　 域 　 文 　 化 　 学 　 科  22 人

小　　　　　　　計  47 人

医 学 部
医 学 科

一 般 枠  20 人

地
域
枠

秋田県地域枠 医学科地域枠の募

集人員は現在申請

予定です。（※）全 国 地 域 枠

小　　　　　　　計  20 人（※）

合　　　　　　　　　計  79 人（※）

学科・コース 推　薦　の　要　件

国

際

資

源

学

科

資 源 政 策 コ ー ス
　 次の(1)から(3)の要件すべてに該当する者
(1)　次のいずれかに該当する者
   ①  高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）もしくは中等教育学校を令和６
     年３月卒業見込みの者（令和５年度の途中に卒業を認められる者を含む。）
   ②　文部科学大臣が高等学校の課程と同等または相当する課程を有するものと
     して認定または指定した在外教育施設の当該課程を令和６年３月修了見込みの
     者（令和５年度の途中に修了を認められる者を含む。）
(2) (1)の学校における学業成績および人物ともに優れ，出身学校長（高等学校長
    等）が責任を持って推薦でき，合格した場合，入学を確約できる者
(3) 本学他学部および他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願していない者

資源地球科学コース

資源開発環境コース

※　医学科地域枠の募集人員は決定次第ホームページでお知らせいたしますのでご確認ください。
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学科・枠 推　薦　の　要　件

医　
　

学　
　

科

一 般 枠

  次の(1)から(3)の要件すべてに該当する者
(1)  次のいずれかに該当する者
   ①  高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）もしくは中等教育学校を令和６
     年３月卒業見込みの者（令和５年度の途中に卒業を認められた者を含む。）
   ②  文部科学大臣が高等学校の課程と同等または相当する課程を有するものと
     して認定または指定した在外教育施設の当該課程を令和６年３月修了見込みの
     者（令和５年度の途中に修了を認められた者を含む。）
(2)  調査書の学習成績概評がＡ段階（全体の学習成績の状況が4.3以上）に属する者の
   うち，本学科への入学に固い意志を持ち，特に医学の分野で将来にわたり活躍
   を期待する十分な資質を有すると思われる者で，出身学校長（高等学校長等）
   が責任を持って推薦でき，合格した場合，入学を確約できる者
(3)  本学他学部および他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願していない者

医　
　
　
　

学　
　
　
　

科

地　
　
　
　

域　
　
　
　

枠　
　

＊
以
下
必
読

秋田県地域枠

   次の(1)から(5)の要件すべてに該当する者
(1)  秋田県内の高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）を令和５年３月以降に

卒業した者および令和６年３月卒業見込みの者
(2)  入学後は秋田県の修学資金の貸与を受けるとともに ,医師免許取得後は ,秋田      
   県地域枠医師等キャリア形成プログラムに従って , 定められた期間 , 義務履行
   することを確約できる者
(3)  学業成績および人物ともに優れ，出身学校長（高等学校長等）が責任を持って
   推薦でき，合格した場合，入学を確約できる者
(4)  調査書の学習成績概評がＡ段階（全体の学習成績の状況が4.3以上）の者
(5)  本学他学部および他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願していない者

全 国 地 域 枠

   次の(1)から(5)の要件すべてに該当する者
(1)  次のいずれかに該当する者
   ①  秋田県外の高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）もしくは中等教育学

校を令和５年３月以降に卒業した者および令和６年３月卒業見込みの者
   ②  文部科学大臣が高等学校の課程と同等または相当する課程を有するものとし
     て認定または指定した在外教育施設の当該課程を令和４年４月以降に修了し
     た者および令和６年３月修了見込みの者
(2)  入学後は秋田県の修学資金の貸与を受けるとともに ,医師免許取得後は ,秋田
   県地域枠医師等キャリア形成プログラムに従って , 定められた期間 , 義務履行
   することを確約できる者
(3)  学業成績および人物ともに優れ，出身学校長（高等学校長等）が責任を持って
   推薦でき，合格した場合，入学を確約できる者
(4)  調査書の学習成績概評がＡ段階（全体の学習成績の状況が4.3以上）の者
(5)  本学他学部および他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願していない者

＊【医学部医学科：秋田県地域枠および全国地域枠に関する事項】
　　地域枠の出願にあたっては「秋田県地域枠医師等キャリア形成プログラム」を必読し，
　秋田県医学生修学資金制度を理解のうえ，出願してください。

　秋田県医学生修学資金について
　　ＵＲＬ　 https://common3.pref.akita.lg.jp/ishikakuho/study-funding/student
　　　　　　　あきたの医師・医療情報総合サイト「秋田の医療情報、みてたんせ」
　　　　　　　   ＞秋田県の修学資金制度＞医学生向け修学資金＞秋田県地域枠医師等キャリア形成プログラム
　　問合せ先：秋田県医療人材対策室　電話番号 018-860-1410

　医学部

秋田の医療情報
みてたんせ
QR コード
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　教育文化学部　学校教育課程　教育実践コース

　【音楽】

　実技の内容：１～３のジャンルから２つを選択し，演奏する。

　１．ピアノ（任意の楽曲を選び，暗譜で演奏）

　２．声楽（以下の４曲から１曲を選び，原語および暗譜で演奏）

　　　ａ．成田為三作曲　浜辺の歌　変イ長調（２番まで）

　　　ｂ．Ａ.カルダーラ作曲　Sebben, crudele　二短調

　　　ｃ．Ｃｈ.Ｗ.グルック作曲　O del mio dolce ardor　ホ短調

　　　ｄ．Ｇ.Ｆ.ヘンデル作曲　Lascia ch'io pianga　ヘ長調（レチタティーヴォを含む）

　　　　※　伴奏は本学教員が担当します。伴奏譜は本学で用意します。

　３．管楽器，弦楽器，打楽器，和楽器

　　　（１つの楽器を選び，任意の独奏曲を暗譜，無伴奏で演奏）

　　　　※　無伴奏の作品は独奏譜を，ピアノ伴奏付き独奏曲は伴奏譜を出願時に提出してください。

　　　　　　なお，楽譜には楽器名を記載し，学校推薦型選抜Ⅱと明記してください。

　　　　　　使用する楽器は次に示すものとし，各自持参してください。

　　　　　　ただし，マリンバ（Ｃスケール，４オクターヴ）は大学で用意します。

　　　　管楽器・・・フルート，オーボエ，クラリネット，サクソフォーン，ファゴット，ホルン，

　　　　　　　　　　トランペット，トロンボーン，ユーフォニアム，テューバ

　　　　弦楽器・・・ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロ，コントラバス

　　　　打楽器・・・マリンバ

　　　　和楽器・・・三味線，箏，尺八

　【美術】

　実技の内容：基礎的な立体および平面の造形（３時間）

　　　　　※　実技検査に必要なものは本学で用意します。

学科・専攻等
実　　　施　　　教　　　科　　　等 受 験 を

要 す る
教 科 等教科等 採 点 ・ 評 価 の 観 点 ， 基 準 等

医　

学　

科

一　 般 　枠

小論文
　社会・文化・自然科学・医療等に関する日本語および英語の文章を素
材にしていくつかの設問をし，それに対して論述させ，理解力・思考力・
表現力等をみます。 小 論 文

および
面　　接

面　接
　調査書を参考に，医師としての適性，即ちコミュニケーション能力・
科学的思考・論理的思考，医師としての倫理性，社会への関心度，積極性・
意欲・将来性等について評価します。（集団面接）

秋田県地域枠

全国地域枠

小論文
　社会・文化・自然科学・医療等に関する日本語および英語の文章を素
材にしていくつかの設問をし，それに対して論述させ，理解力・思考力・
表現力等をみます。 小 論 文

および
面　　接

面　接
　調査書を参考に，地域医療に貢献する強い意欲，医師としての適性，即
ちコミュニケーション能力・科学的思考・論理的思考，医師としての倫理性，
社会への関心度，積極性・意欲・将来性等について評価します。（個別面接）

　大学入学共通テストの成績，調査書，推薦書，志願理由書，小論文および面接の結果を総合して判定します。

　実技検査の内容

　医学部
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◎は必ず受験する科目，×は本学では採用しない科目，○および△は選択して受験を要する科目，その下欄の数字は必要科目数を示します。

ただし，△の科目については，選択できる者に制限があります。

　

〔医学部における注意事項〕

　ア　地理歴史においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，公民においては，同一名称を含む出題科目同士の選択はできません。

　イ　数学で「簿記・会計」および「情報関係基礎」を選択解答できる者は，高等学校もしくは中等教育学校においてこれらの科目

　　を履修した者および文部科学大臣の指定を受けた専修学校の高等課程の修了（見込み）の者に限ります。

　ウ　英語にはリスニングテストを含みます。なお，リスニングの受験を免除された者については，リーディング（100 点満点）の

　　成績を 200 点満点に換算して利用します。

　エ　大学入学共通テストで１科目を指定しているもののうち，地理歴史・公民の試験時間において２科目受験した場合は，解答順

　　に，前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とし，第１解答科目の得点を合格判定に用います。

教科・科目 受　験　を　要　す　る　教　科　・　科　目　名

学部・学科・専攻

パ
タ
ー
ン

国語 地理歴史 公民 数学 理科 外国語

医
学
部

韓
国
語

中
国
語

フ
ラ
ン
ス
語

ド
イ
ツ
語

英
語

地
学

生
物

化
学

物
理

地
学
基
礎

生
物
基
礎

化
学
基
礎

物
理
基
礎

情
報
関
係
基
礎

簿
記
・
会
計

数
学
Ⅱ
・
数
学
Ｂ

数
学
Ⅱ

数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ

数
学
Ⅰ

倫
理
、
政
治
・
経
済

政
治
・
経
済

倫
理

現
代
社
会

地
理
Ｂ

地
理
Ａ

日
本
史
Ｂ

日
本
史
Ａ

世
界
史
Ｂ

世
界
史
Ａ

国
語

1 1 1 121
医 学 科

◎ × ○ × ○ × ○ × × × ○ × ◎ × ○ △ △ × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

〔医学部〕
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(3） 大学入学共通テストおよび個別学力検査等の配点【学校推薦型選抜Ⅱ】

学部・学科・課程等 国　語試験の
区　分

地　歴
公　民

実技
検査

数　学 理　科 外国語 小論文 面　接 合　計

資 源 政 策 コ ー ス

資源地球科学コース

資源開発環境コース

教 育 実 践 コ ー ス

英 語 教 育 コ ー ス

理 数 教 育 コ ー ス

こども発達コース

 

地 域 文 化 学 科

医 学 科

国
際
資
源
学
部

国
際
資
源
学
科

教

　

育

　

文

　

化

　

学

　

部

学
　
校
　
教
　
育
　
課
　
程

医
学
部

1000

1300

1000

1000

1000

750

500

700

700

300

1000

300

600

400

700

300

700

300

450

300

100

400

450

250

　

300

　

300

　200

300

　　300

100

200

150

　

　

　

　

　

　

　

＃200

　

　

200

　

200

100

　

　

　

　

　

　

　

＃200

200
（200×1.0×1）

200
（100×1.0×2）

100
（100×1.0×1）

200
（200×1.0×1）

200
（200×1.0×1）

300
（100×1.5×2）

300
（100×1.5×2）

200
（200×1.0×1）

※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3200×2/3 200×2/3

200×7/9 100×7/9 200×7/9 200×7/9 200×7/9

200
（200×1.0×1）

100
（200×0.5×1）

100
（200×0.5×1）

100
（200×0.5×1）

＃100
（200×0.5×1）

＃100
（200×0.5×1）

100
（100×1.0×1）

50
（100×0.5×1）

50
（100×0.5×1）

300
（200×1.5×1）

※50
（100×0.5×1）

※50
（100×0.5×1）

※50
（100×0.5×1）

※50
（100×0.5×1）

※50
（100×0.5×1）

※50
（100×0.5×1）

50
（100×0.5×1）

100
（100×0.5×2）

100
（100×0.5×2）

100
（200×0.5×1）

大 学 入 学
共通テスト

個別学力検査

大 学 入 学
共通テスト

個別学力検査

大 学 入 学
共通テスト

大 学 入 学
共通テスト

個別学力検査

個別学力検査

大 学 入 学
共通テスト

大 学 入 学
共通テスト

個別学力検査

大 学 入 学
共通テスト

個別学力検査

大 学 入 学
共通テスト

個別学力検査

個別学力検査

注 1：大学入学共通テスト欄の（　）内は，大学入学共通テストの素点，傾斜率および科目数を示します。（素点×傾斜率×科目数）

注 2：大学入学共通テストの理科の素点は，「基礎を付した科目」２科目で 100 点，「基礎を付さない科目」１科目選択で 100 点とします。

注 3：大学入学共通テストの外国語で「英語」を選択した場合は，「リーディング」と「リスニング」の配点比率を国際資源学部と教育文化学部英語教育コースは１：１，教育文化

学部（英語教育コースを除く）と医学部は４：１とします。

     なお，リスニングの受験を免除された者については，リーディング（100 点満点）の成績を，200 点に換算して利用します。

注 4：教育文化学部の大学入学共通テスト欄の※印は，このうちから必要科目を選択するものです。

注 5：教育文化学部学校教育課程教育実践コースの個別学力検査等欄の＃印は，１つを選択するものです。

注 6：教育文化学部地域文化学科の大学入学共通テスト欄の＃印はどちらかの１教科を指定するものですが，２教科とも受験した場合は，高得点の教科を合格判定に用います。

学　部　等 合　格　者　の　決　定　方　法

国際資源学部
1　大学入学共通テストと個別学力検査等の得点の総合点に基づいて合格者を決めます。
2　総合点が同点の場合は同順位として取り扱います。
3　欠員が生じた場合は，前期日程試験あるいは後期日程試験で補充します。

教育文化学部

1　大学入学共通テストと個別学力検査等を総合的に判断し合格者を決めます。ただし，大学入
 学共通テストの合格判定に用いる科目と個別学力検査等に無得点の科目がある場合は，合計点
 にかかわらず合格者としません。
 　なお，合計点が同点の場合は同順位として取り扱います。
2　次の課程・学科では，個別学力検査等のうちの指定科目の得点が基準点に満たない者は，合
 計点にかかわらず合格者としません。

課程・学科・コース 指定科目（基準点：総点の４割）

学校教育課程・教育実践コース 小論文（80 点），実技検査（80 点），面接（80 点）

学校教育課程・英語教育コース 面接（120 点）

学校教育課程・理数教育コース 面接（120 点）

学校教育課程・こども発達コース 小論文（80 点），面接（40 点）

地 域 文 化 学 科 小論文（80 点），面接（80 点）

医
学
部

医 学 科

1　大学入学共通テストと個別学力検査等を総合的に判断し合格者を決めます。
2　面接において面接員が「不可」の評価をした場合は，合格者としません。
3　地域枠の選抜においては，僻地医療を含む地域医療に貢献する意欲等を勘案して総合的に判
 定します。

(4) 合格者の決定方法
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６　受験上の注意事項
　　①　試験当日は，「令和６年度秋田大学受験票」および「令和６年度大学入学共通テスト受験票」を忘れずに必ず

持参してください。なお，試験室棟に入る際には , 両方の受験票を係員に提示してください。また，試験時間中
は両方の受験票を机の上に置いてください。

　
　　②　試験当日は，受験者は８時 10分から試験室棟へ入ることができます。
　
　　③　試験開始時刻に遅刻した場合は，試験開始時刻後 10 分以内の遅刻に限り，受験を認めます。
　
　　④　試験時間中の答案提出は認めません。
　
　　⑤　小論文の試験室では，受験票，黒鉛筆，鉛筆キャップ，シャープペンシル，消しゴム，鉛筆削り（電動式・大

型のもの・ナイフ類を除く。），定規，時計（辞書，電卓，端末等の機能があるものや，それらの機能の有無が判
別しづらいもの・秒針音のするもの・キッチンタイマー・大型のものを除く），目薬，眼鏡，ティッシュペーパー
（袋または箱から中身だけを取り出したもの）以外のものは，机の上に置くことはできません。

　
　　⑥　携帯電話，スマートフォン，ウェアラブル端末等の電子機器類を持参した場合は，試験室棟に入る前に必ずア

ラームの設定を解除し電源を切っておいてください。試験時間中，かばん等にしまわずに，身につけていたり手
に持っていた場合は，不正行為となることがあります。

　
　　⑦　不正行為を行った場合は以後の受験は認められず，個別学力検査等の受験は失格となります。
　　　　不正行為に該当する行為は，令和６年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト受験案内に記された不正行

為の内容に準じます。
　
　　⑧　試験場・試験室において，他の受験者の迷惑になる行為は行わないでください。
　
　　⑨　試験場の下見は，試験前日の 13 時から 17 時までの間に行ってください。なお，下見は試験室棟入口までとし，

試験室棟には入れません。　
　
　　⑩　試験前日および試験当日は，受験者および付添者の車両による入構を禁止します。なお，試験当日，試験場に

は，受験者および付添者の控室を設けています。
　
　　⑪　受験者（特に遠隔地からの者）は，荒天等による交通機関の乱れを考慮し，前日までに秋田市内に到着する等

ゆとりをもった日程を組むほか，衣類・履物等にも留意してください。
　
　　⑫　本道キャンパス（医学部）は附属病院に隣接していることから感染対策のため，マスクの着用をお願いしてお

ります。受験者本人ならびに付添者の方もマスクの着用をお願いいたします。特別な事情等によりマスクを着用
することができない場合は，事前に入試課（℡ 018-889-2256）へご連絡願います。また，手形地区（国際資源学部，
教育文化学部）で受験する方で試験当日に体調の悪い方，家族や身近に感染症に罹患している人がいる方などは，
感染対策としてマスクの着用を推奨いたします。

５　試 験 場

学　　　部 試　　　　　　　験　　　　　　　場

国 際 資 源 学 部 秋田大学国際資源学部試験場（手形キャンパス：秋田市手形学園町１番１号）

教 育 文 化 学 部 秋田大学教育文化学部試験場（手形キャンパス：秋田市手形学園町１番１号）

医 学 部 秋田大学医学部試験場（本道キャンパス：秋田市本道一丁目１の１）

４　試験の日程

学　部　等 試　験　日 集合時刻 小　論　文 面　　　接 実技検査および面接

国際資源学部 国際資源学科 令和６年１月19日（金） 8:30 ― 9:00 ～ 17:00 ―

教育文化学部

実技検査選択者

令和６年１月19日（金）

8:30 ― ― 9:00 ～ 18:00

英語教育コース，
理数教育コース

8:30 ― 9:00 ～ 17:00 ―

上記以外の者 8:30 9:00 ～ 10:00 10:30 ～ 18:00 ―

医 　学 　部

医 

学 

科

一　　般　　枠 令和６年１月18日（木） 8:30 9:00 ～ 11:00 11:30 ～ 18:00 ―

秋田県地域枠
および

全 国 地 域 枠

令和６年１月18日（木） 8:30 9:00 ～ 11:00 ― ―

令和６年１月19日（金） 8:30 ― 9:00 ～ 18:00 ―

注：面接の終了時刻は，受験者数により変わる場合があります。
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試 験 日

合格者発表

入 学 手 続

試 験 日

合格者発表

入 学 手 続

２月９日(金）

後
期
日
程

令和６年度秋田大学一般選抜日程

一般選抜出願期間（前期日程・後期日程）　令和６年１月２２日(月)～２月２日(金)

３月２６日(火)・２７日(水）

３月２８日(木）から

２５日全学部で実施。教育文化学部教育実践コース
の実技検査受験者と医学部医学科受験者のみ２日間

　インターネット出願サイトで手続きを行い，印刷した書類および調査書等を，原則として郵送により送付してください。
（２月２日必着）
　インターネット出願サイトは，１月17日（水）10時から登録が可能となります。

大学入学共通テスト      　令和６年１月１３日(土)・１４日(日)

　　　　　　　　　　　　　　 (追試験　令和６年１月２７日(土)・２８日(日））

２月２５日(日)・２６日(月)

３月　７日(木)

３月１４日(木)・１５日(金）

２段階選抜における第１段階選抜の結果発表
（医学部医学科のみ対象）

前
期
日
程

追加合格者の決定
・入学手続

３月１２日(火)

３月２１日(木)
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　●入学者選抜方法における重点評価項目

入試区分 入学者選抜方法 知識・技能
思考力・
判断力・
表現力

主体性を持って多様な
人々と協働して学ぶ態度

（主体性・多様性・協働性）
将来性

関心・意欲・
態度

協働性

一般選抜（前期）

大学入学共通テスト ○ ○

個別学力検査（教科） ○ ○

面　　　接 ○ ○ ○ ○

調　査　書 ○ ○ ○

一般選抜（後期）

大学入学共通テスト ○ ○

小　論　文 ○ ○ ○

面　　　接 ○ ○ ○ ○

調　査　書 ○ ○ ○

【医学部】

　◆育てる人間像

　医学部では，豊かな教養に支えられた人間性と高い倫理観および学問の進歩に対応しうる柔軟な適応能力と課
題探求・問題解決能力を養い，医学・健康科学に対する充分な理解のもとに，人々の健康と医療・福祉に貢献で
きる国際的視野を備えた使命感にあふれる人材を育成します。

　●求める人物像

１．病気に悩む人々の痛みや苦しみを理解し真摯な態度で接することができる人
２．医療・保健・福祉の発展を目指して一生涯にわたり医学の研鑽にたゆみない努力を継続できる人
３．素直で協調性に富み，周囲の人々と円滑な人間関係を築けるコミュニケーション能力を持つ人

　［医学科］

　●求める人物像

１．地域医療への理解と共感を有し，将来の医師としての強い倫理観を持ち，住民の健康・福祉に寄与できる人
２．基礎および臨床医学や社会医学の研究に深い関心を持ち，国際性を備えた研究者としての資質を有する人
３．大学入学後の学業に支障ないだけの隔たりのない基礎学力を持ち，生命科学に対する関心を持つ将来性豊か

な人

※高等学校等で修得すべき具体的な内容
　国　　　語－文化・社会の理解に求められる読解と表現に関わる幅広い基礎知識およびコミュニケーション

能力
　英　　　語－国際社会に求められる読解と表現に関わる幅広い基礎知識およびコミュニケーション能力
　数　　　学－「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ⅲ」，「数学Ａ」，「数学Ｂ」における内容の理解とそれらを活かせ

る数学的思考力
　地歴・公民－将来，地域や国際社会で良識をもった人間として活躍するために必要な知識や教養
　理　　　科－「生物」，「化学」および「物理」の幅広い知識と科学的な探究心
　そ　の　他－ストレスに負けない体力と精神力，周囲の人々との協調性

　●入学者選抜の基本方針

　《一般選抜（前期日程）》

　論理的思考能力と国際性に優れ，医師としての適性を備えた学生を選抜します。特に，地域医療への理解，医
学に対する知的関心と学習意欲，社会貢献への意欲を有する学生を求めます。
　そのため，大学入学共通テストで「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」を評価し，個別学力検査等で
英語および数学の２教科と面接を課して「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」，「主体性・多様性・協
働性」，「将来性」を評価し，調査書を面接の参考資料として「主体性・多様性・協働性」「将来性」を評価し
ます。

　《一般選抜（後期日程）》

　幅広い人間的視野を備え，人間性・創造性豊かな医師や医学研究者となりうる適性，資質，意欲を備えた人材
を求めます。
　そのため，大学入学共通テストで「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」を評価し，個別学力検査等で，
小論文と面接を課して「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」，「主体性・多様性・協働性」，「将来性」
を評価し，調査書を面接の参考資料として「主体性・多様性・協働性」，「将来性」を評価します。
　秋田県地域枠による選抜については，秋田県修学資金受給の意思，卒業後に秋田県内の公的医療機関に勤務す
る意欲，地域医療の充実と向上に貢献する気概と意欲の有無を重視して選抜します。
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Ⅰ　募集人員

 学部・学科・課程
 

専攻・コース

入　学
 

定　員

募　　　　　　集　　　　　　人　　　　　　員

一  般  選  抜 総合型選抜 学校推薦型選抜
私　費 

外国人 

留学生 

入　試

渡日前入学 

許可制度に 

よる私費外 

国人留学生 

入　　　試

外国人

留学生

特別入試

前　期
 

日　程

後　期
 

日　程 出願
資格Ａ

出願
資格Ｂ

Ⅰ
Ⅱ Ⅰ Ⅱ

国
際
資
源
学
部

国
際
資
源
学
科

資 源 政 策 コ ー ス

120

20 7 4 − − 3

5
−

資源地球科学コース 20 5 4 − − 4

資源開発環境コース 24 7 7 − − 5

計 120 64 19 15 − − 12

1

2

2

55

教

育

文

化

学

部

学

校

教

育

課

程

教 育 実 践 コ ー ス

110

24 8 − − 4 9

若干名 − −

英 語 教 育 コ ー ス 6 2 − − − 2

理 数 教 育 コ ー ス 9 3 − − − 8

特別支援教育コース 12 3 − − − −

こども発達コース 10 4 − − − 6

小　　計 110 61 20 − − 4 25

地域文化学科 100 58 10 10 − − 22

計 210 119 30 10 − 4 47

医

学

部

医　　　学　　　科 124 55 24 − − − 45 若干名

− −

保

健

学

科

看 護 学 専 攻

106

30 5 − 35 − −

理 学 療 法 学 専 攻 8 2 − 8 − −

作 業 療 法 学 専 攻 6 3 − 9 − − 若干名

小　　計 106 44 10 − 52 − −

計 230 99 34 − 52 − 45

理

工

学

部

科
学
科
命
生

生 命 科 学 コ ー ス 45
ａ

b

15

8

6 8 2 4 − − 2

若干名 −

国際バ

カロレ

ア入試

若干名

若干名

−

若干名

科
学
科
質
物

応 用 化 学 コ ー ス

110
ａ
 
ｂ

32
 
31

14

8 2 3 − − 4

材料理工学コース 7 4 3 − − 2

子
電
気
電
・
理
数

科
学
報
情

数 理 科 学 コ ー ス

120
ａ
 
ｂ

34
 
24

18

4 − 2 − − 3

電気電子工学コース 7 7 7 − − 2

人間情報工学コース 5 2 3 − − 2

ザ
デ
ム
テ
ス
シ

科
学
工
ン
イ 機 械 工 学 コ ー ス

120
ａ
 
ｂ

35
 
26

17

11 5 6 − − 5

土木環境工学コース 5 2 7 − − 1

計 395 205 55 55 24 35 − − 21

合　　計 955 487 138 104 87 4 5104 26

注1：医学部医学科の一般選抜前期日程の募集人員には，私費外国人留学生入試の募集人員（若干名）を含みます。

注2：24人のうち一般枠20人，秋田県地域枠4人となります。

注3：45人のうち一般枠20人，地域枠25人（秋田県地域枠20人程度，全国地域枠5人程度）となります。

注4：ａとｂでは大学入学共通テストと個別学力検査の配点が異なります。配点については35ページを参照してください。

注5：理工学部一般選抜（前期日程・後期日程）で合格した入学者は，入学した学科内の一つのコースへの配属を２年次進級の際に決定します。（生命科学科を除く。）

注 1 注 2 注 3 注 1

注 4

注 5 注 5
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Ⅱ 一般選抜

1 出願資格

次のいずれかに該当する者

① 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者および令和6年3月卒業見込みの者

② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者および令和6年3月修了見込みの者

③ 学校教育法施行規則第150条（第6号を除く。）の規定により高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認められる次のアからカのいずれかに該当する者および令和6年3月31日までに

これに該当する見込みの者

ア 外国において学校教育における12年の課程を修了した者またはこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの

イ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者

ウ 専修学校の高等課程（修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後

に修了した者

エ 文部科学大臣の指定した者

オ 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第1号）による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（同規則附則第2条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭

和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）で18歳に達したもの

カ 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で，18歳に達したもの

＊ ③のカによる出願は，本学において個別の入学資格審査を要するので，53～54ページ

を参照のうえ，申請してください。

2 入学者選抜方法等

(1) 選抜方法
大学入学共通テストの成績，本学が実施する個別学力検査等の成績および調査書の内容を総合し

て判定します。

なお，令和６年度大学入学共通テストにおいて，志望する学科，課程，専攻，コースの課す教科・

科目のすべてを受験していない場合は出願しないでください。また，志望する学科，課程，専攻，

コースの課す個別学力検査等の教科・科目等をすべて受けなければ合格者となりえません。

（大学入学共通テストの前年度以前の成績は利用しません。必ず，令和６年度大学入学共通テスト

を受験してください。）

　なお，医学部医学科後期日程の秋田県地域枠に出願する場合は，上記①から③のいずれかの出願資格

に加えて，「秋田県内の高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）を卒業した者および令和6年3月卒業

見込みの者」かつ「入学後は秋田県の修学資金の貸与を受けるとともに，医師免許取得後は，秋田県地

域枠医師等キャリア形成プログラムに従って，定められた期間，義務履行することを確約できる者」が

出願要件となります。

＊【医学部医学科：秋田県地域枠に関する事項】
　　　地域枠の出願にあたっては，「秋田県地域枠医師等キャリア形成プログラム」を必読し，
　　秋田県医学生修学資金制度を理解のうえ，出願してください。

　秋田県医学生修学資金について
　　URL：https://common3.pref.akita.lg.jp/ishikakuho/study-funding/student
　　　あきたの医師・医療情報総合サイト「秋田の医療情報，みてたんせ」
　　　　＞秋田県の修学資金制度＞医学生向け修学資金＞秋田県地域枠医師等キャリア形成プログラム　　
　　問合せ先 ： 秋田県医療人材対策室　　電話番号　018－860－1410

QRコード

秋田の医療情報
みてたんせ
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①　第１段階選抜を実施した場合は，ホームページに実施した旨を掲載します。

　　また，合格者には，インターネット出願時に登録したメールアドレスに「合格通知および

　受験票印刷可能通知メール」を，不合格者には「不合格通知メール」を送付します。なお，

　不合格者はメールに記載の内容に従って入学検定料返還手続を行ってください。

②　第１段階選抜を実施しなかった場合は，本学ホームページに実施しなかった旨を掲載しま

　す。44ページ「(6)受験票の印刷」の通知に従って受験票を印刷してください。

なお，第１段階選抜実施結果（合否）に関する電話の問い合わせには応じません。

　また，2月14日（水）までに①または②の通知が届かない場合は，秋田大学入試課（電話018-

889-2256）へ問い合わせてください。

(3) 受験方式の選択
　理工学部の前期日程において，ａ，ｂの方式を設け ,それぞれの方式で募集します。（以下「前期ａ」「前

期ｂ」とします。）

・前期ａと前期ｂでは大学入学共通テストと個別学力検査の配点が異なります。各方式の配点につい

ては，35ページを参照してください。

・出願時にいずれかの方式を選択してください。出願後の変更はできません。

(4) 第２志望
　国際資源学部および理工学部において，学部内に限り以下のとおり第２志望を認めます。

　（第１志望：国際資源学部，第２志望：理工学部といった別の学部を志望することはできません）

　【国際資源学部】

　国際資源学部の資源地球科学コースと資源開発環境コースは前期日程・後期日程とも第２志望を

認めます。

　なお，第１志望で資源政策コースを志望する者は，第２志望を選択することはできません。資源

地球科学コースまたは資源開発環境コースを第１志望とする者は，第２志望として資源政策コース

を選択することはできません。

○は，第２志望とすることができるコース

【理工学部】

・前期日程において，第２志望は，前期 a，前期 b それぞれの方式内でのみ全学科で認めます。

・後期日程において，第２志望は，全学科で認めます。

・前期日程の個別学力検査で「生物」を選択する者にあっては，第２志望が認められない学科があ

ります。（31ページ参照）

資源政策コース

資源地球科学コース

資源開発環境コース

　　　　　　第２志望とするコース

　　第１志望とするコース

後期日程前期日程

国際資源学科国際資源学科

国
際
資
源
学
科

資
源
開
発

環
境
コ
ー
ス

資
源
地
球

科
学
コ
ー
ス

資
源
政
策

　
　  

コ
ー
ス

資
源
開
発

環
境
コ
ー
ス

資
源
地
球

科
学
コ
ー
ス

資
源
政
策

　
　  

コ
ー
ス

　 × × 　 × ×

× 　 ○ × 　 ○

× ○ 　 × ○

(2) ２段階選抜
医学部医学科において，入学志願者が前期日程の募集人員（55名）の５倍，後期日程の一般枠，

秋田県地域枠，それぞれの募集人員（一般枠20名，秋田県地域枠４名）の10倍を超えた場合，

大学入学共通テストの成績（５教科７科目の素点計。ただし，英語はリーディングとリスニング

の配点比率を４:１として200点満点に換算）により第１段階選抜を行うことがあります。

　前期日程・後期日程ともに，令和6年2月9日（金）14時以降に本学ホームページで次のとおり

お知らせします。
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〔医学部〕

国語

◎ × ○ × ○ × ○ × × × ○ × ◎ × ○ △ △ × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ × ○ △ △ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ × ○ △ △ × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ × ○ △ △ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

1

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ◎ × ○ △ △ × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1

　　
〔医学部における注意事項〕

◎は必ず受験する科目,×は本学では採用しない科目,○および△は選択して受験を要する科目,その下欄の数字は必要科目数を示します。ただし,△の科目については,選
択できる者に制限があります。

医

 
 
学

 
 
部

1
④

1112

112

②
2111

121

保
健
学
科

看　護　学　専　攻
理学療法学専攻
作業療法学専攻

前期

①
11

医 学 科
前期
後期

後期

11

1

③
12112

1

フ
ラ
ン
ス
語

中
国
語

韓
国
語

地
学
基
礎

物
理

化
学

生
物

地
学

英
語

化
学
基
礎

生
物
基
礎

政
治
・
経
済

倫
理

政
治
・
経
済

数
学
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
A

数
学
Ⅱ

数
学
Ⅱ
・
数
学
B

ド
イ
ツ
語

　　　　　　　　　　　　　　教科・科目 受　　験　　を　　要　　す　　る　　教　　科　　・　　科　　目　　名　　

語国外科理学数民公史歴理地

日
本
史
A

日
本
史
B

地
理
A

地
理
B

現
代
社
会

倫
理

学部・学科等 日程

国
語

世
界
史
A

世
界
史
B

簿
記
・
会
計

情
報
関
係
基
礎

物
理
基
礎

ア　地理歴史においては，同一名称のＡ・Ｂ出題科目，公民においては，同一名称を含む出題科目同士の選択はできません。
イ　数学で「簿記・会計」および「情報関係基礎」を選択解答できる者は，高等学校もしくは中等教育学校においてこれらの科目を履修した者および文部科学大臣の指定を

受けた専修学校の高等課程の修了（見込み）の者に限ります。
ウ　理科で「基礎を付した科目」２科目と「基礎を付さない科目」１科目を選択する場合には，「同一名称を含む科目」を選択することができます。
エ　英語にはリスニングを含みます。なお，リスニングの受験を免除された者については，リーディング（100点満点）の成績を200点満点に換算して利用します。
オ　大学入学共通テストで１科目を指定しているもののうち，地理歴史・公民の試験時間において２科目受験した場合は，解答順に，前半に受験した科目を第１解答科目，

後半に受験した科目を第２解答科目とし，第１解答科目の得点を合格判定に用います。
カ　大学入学共通テストで１科目を指定しているもののうち，「基礎を付さない」理科の試験時間において２科目受験した場合は，解答順に，前半に受験した科目を第１解

答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とし，第１解答科目の得点を合格判定に用います。
キ　それぞれのパターンのいずれかを満たすように受験してください。複数のパターンを満たす場合は，高得点のパターンを合格判定に用います。

〔理工学部〕

　　
〔理工学部における注意事項〕

◎は必ず受験する科目,×は本学では採用しない科目,○および△は選択して受験を要する科目,その下欄の数字は必要科目数を示します。ただし,△の科目については,選
択できる者に制限があります。

ア　数学で「簿記・会計」および「情報関係基礎」を選択解答できる者は，高等学校もしくは中等教育学校の専門教育を主とする学科（理数科を除く。）または総合学科
の卒業（見込み）者ならびに文部科学大臣の指定を受けた専修学校の高等課程の修了（見込み）の者に限ります。

イ　理科で「基礎を付した科目」２科目と「基礎を付さない科目」１科目を選択する場合には，「同一名称を含む科目」を選択することができます。
ウ　英語にはリスニングを含みます。なお，リスニングの受験を免除された者については，リーディング（100点満点）の成績を200点満点に換算して利用します。
エ　大学入学共通テストで１科目を指定しているもののうち，地理歴史・公民の試験時間において２科目受験した場合は，解答順に，前半に受験した科目を第１解答科

目，後半に受験した科目を第２解答科目とし，第１解答科目の得点を合格判定に用います。
オ　それぞれのパターンのいずれかを満たすように受験してください。

教科・科目 受　　験　　を　　要　　す　　る　　教　　科　　・　　科　　目　　名　　

国語 地理歴史 公民 数学 理科 外国語

学部・学科・コース 日程

語
国

Ａ
史
界
世

Ｂ
史
界
世

Ａ
史
本
日

Ｂ
史
本
日

Ａ
理
地

Ｂ
理
地

会
社
代
現

理
倫

済
経
・
治
政

済
経
・
治
政

理
、

倫

Ⅰ
学
数

Ａ
学
数
・
Ⅰ
学
数

Ⅱ
学
数

Ｂ
学
数
・
Ⅱ
学
数

計
会
・
記
簿

礎
基
係
関
報
情

礎
基
理
物

礎
基
学
化

礎
基
物
生

礎
基
学
地

理
物

学
化

物
生

学
地

語
英

語
ツ
イ
ド

語
ス
ン
ラ
フ

語
国
中

語
国
韓

部

学

工

理

生命科学科
　生命科学コース
物質科学科
　応用化学コース
　材料理工学コース
数理･電気電子情報学科
　数理科学コース
　電気電子工学コース
　人間情報工学コース
システムデザイン工学科
　機械工学コース
　土木環境工学コース

前期 

後期

①

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1 1 1 1 2 1 1

②

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

1 1 1 1 2 1

パ
タ
ー
ン

パ
タ
ー
ン
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(6)  個別学力検査等の実施教科・科目等

【前期日程】

｢国語総合」の近代以降の文章。（古文，漢文との融合問題を含むことがあります。）

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ（英語資格等の活用制度あり。37ページ参照）

３教科（物理） 物理基礎・物理

（化学） 化学基礎・化学

（生物） 生物基礎・生物

（地学） 地学基礎・地学

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ（英語資格等の活用制度あり。37ページ参照）

３教科（物理） 物理基礎・物理

（化学） 化学基礎・化学

（生物） 生物基礎・生物

（地学） 地学基礎・地学

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ（英語資格等の活用制度あり。37ページ参照）

｢国語総合」の近代以降の文章。（古文，漢文との融合問題を含むことがあります。）

32ページ参照

｢国語総合」の近代以降の文章。（古文，漢文との融合問題を含むことがあります。）

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ（スピーキングを含みます。）

多様な人々と協働して学ぶ態度および英語教育を追究する意欲および適性を，
日本語による面接を通してみます。

英語教員の資質形成の基礎となる論理的思考能力および英語運用能力を英語に
よるライティングテストを通してみます。

（物理） 物理基礎・物理

（化学） 化学基礎・化学

（生物） 生物基礎・生物

（地学） 地学基礎・地学

教
育
文
化
学
部

英 語 教 育 コ ー ス
学
校
教
育
課
程

教 育 実 践 コ ー ス

理 数 教 育 コ ー ス

数　　　学

理

　
　
科

２教科と小論文
および面接

国　　　語

小 論 文

外国語(英語)

面　 　接

国　　　語

数　　　学

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ外国語(英語)

実技検査

教科等

国　　　語

外国語(英語)

数　　　学

外国語(英語)

受験を要する

教 　科 　等
出 題 科 目 お よ び 範 囲
採 点 ・ 評 価 の 観 点 ， 基 準 等

実 施 教 科 等

２教科

学部・学科・課程
専攻・コース

数　　　学

外国語(英語)

理

　
　科

資 源 政 策 コ ー ス

資源地球科学コース

資源開発環境コース

国
際
資
源
学
部

国
際
資
源
学
科

理

　
科

｢国語総合」の近代以降の文章。（古文，漢文との融合問題を含むことがあります。）

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ

｢国語総合」の近代以降の文章。（古文，漢文との融合問題を含むことがあります。）

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ

医師としての適性，即ちコミュニケーション能力・科学的思考・論理的思考，医師とし
ての倫理性，社会への関心度，積極性・意欲・将来性等について評価します。
（個別面接）

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ

人の健康・生活に対する関心や理解，学習意欲と目的意識，他者への共感とコミュ
ニケーション能力，協調性などをみます。

２教科
（物理） 物理基礎・物理

（化学） 化学基礎・化学

（生物） 生物基礎・生物

２教科
数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂ

（物理） 物理基礎・物理

（化学） 化学基礎・化学

注1）　数学の数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａの出題範囲は，高等学校学習指導要領に記載されている全項目を出題範囲とします。ただし，数学Ｂは「数列」および「ベク
　　　　トル」を出題範囲とします。
注2）　理工学部の前期 ａ ，前期 ｂ における試験問題は同一のものです。

理

　科

２教科と面接

看 護 学 専 攻
理 学 療 法 学 専 攻
作 業 療 法 学 専 攻

保
健
学
科

外国語(英語)

面　 　接
１教科と面接

理

　
工　

学
　

部

数　　　学

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂ

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂ

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂ

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂ

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂ

数　　　学

理

　科

物質科学科
　応用化学コース
　材料理工学コース
システムデザイン工学科
　機械工学コース
　土木環境工学コース

医 学 科

数　　　学

外国語(英語)

面　　 接

地域文化学科

国　　　語

医

　
学

　
部

３教科から２教科選択数　　　学

外国語(英語)

特別支援教育コース
こ ど も 発 達 コ ー ス ３教科から２教科選択

国　　　語

数　　　学

外国語(英語)

理科は， 物理，
化学，生物，地学
から１科目選択

理科は， 物理，
化学，生物，地学
から１科目選択

理 科 選 択 の 場
合は，物理，化
学，生物，地学
から１科目

４教科等（実技検
査を含む。）から２
教科等選択

理科は，物理，
化学，生物から
１科目選択

理科は，物理，
化学から１科目
選択

２教科から１教科選択

生命科学科
　生命科学コース
数理・電気電子情報学科
　数理科学コース
　電気電子工学コース
　人間情報工学コース
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【後期日程】

資 源 政 策 コ ー ス

資源地球科学コース

資源開発環境コース

理 数 教 育 コ ー ス

生命科学科
　生命科学コース
物質科学科
　応用化学コース
　材料理工学コース
数理・電気電子情報学科
　数理科学コース
　電気電子工学コース
　人間情報工学コース
システムデザイン工学科
　機械工学コース
　土木環境工学コース

受験を要する

教 　科 　等
出 題 科 目 お よ び 範 囲
採 点 ・ 評 価 の 観 点 ， 基 準 等

実 施 教 科 等

医

学

部

学
校
教
育
課
程

国
際
資
源
学
部

国
際
資
源
学
科

学部・学科・課程・コース

教 育 実 践 コ ー ス

地 域 文 化 学 科

特別支援教育コース

教科等

記述問題

教
育
文
化
学
部

医　　　　学　　　　科

こ ど も 発 達 コ ー ス

実技検査

英 語 教 育 コ ー ス

小 論 文

小 論 文

小 論 文

小 論 文

小 論 文

小 論 文

小 論 文

小 論 文

理

工

学

部

面　　接

面　　接

面　　接

面　　接

面　　接

面　　接

外 国 語
（英語）

面　　接

面　　接

面　　接

面　　接

数　　学

面　　接

実技検査
または

小 論 文

英語，小論文
お よ び 面 接

小 論 文
および

面 　 接

小 論 文
および

面 　 接

小 論 文
および

面 　 接

面 　 接

面 　 接

記述問題
および

面 　 接

小 論 文
および

面 　 接

小 論 文
および

面 　 接

小 論 文
および

面 　 接

数 学
および

面 　 接

医師としての適性，即ちコミュニケーション能力・科学的思考・論理的思考，医師としての
倫理性，社会への関心度，積極性・意欲・将来性等について評価します。（個別面接）

社会・文化・自然科学・医療等に関する日本語および英語の文章を素材にしていく
つかの設問をし，それに対して論述させ，理解力・思考力・表現力等をみます。

人の健康・生活に対する関心や理解，学習意欲と目的意識，他者への共感とコミュ
ニケーション能力，協調性などをみます。

医療技術者としての適正と資質を判断するため，思考力，洞察力，表現力などをみ
ます。

地域文化学科における人材養成の目的・目標をよく理解したうえで，志望理由および
入学後の学習の目標等を明確かつ簡潔に表現できる能力をみます。同時に関連諸分
野への関心の高さおよび主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度をみます。

社会や文化に関する課題文に提起されている問題点を的確に読み取り，高等学校
等までで学んだ基礎知識に基づいてその問題点を考察し，自分の見解を論理的か
つ説得力をもって文章化する能力をみます。

教育，保育および子どもの発達に関する試問を含む面接を通して，主体性を持って多様
な人々と協働して学ぶ態度や，目的意識，学習意欲，思考力および表現力をみます。

現代の文化・社会や教育・保育に関する資料を素材にして設問し，論述させ，文章
や図表の理解力，思考力および表現力をみます。

主体的に特別支援教育への理解を深め，多様な人々と協働して障害のある人を支
援する意欲や態度をみます。

教育や福祉，障害に関する基礎的なテーマについて，論理構成力，独創性，文章
表現力をみます。

板書等による記述を含む，思考力，表現力を問う面接を行います。また，主体性を
持って多様な人々と協働して学ぶ態度をみます。

多様な人々と協働して学ぶ態度および英語教育を追究する意欲および適性を，日
本語による面接を通してみます。

英語教員の資質形成の基礎となる論理的思考能力および英語運用能力を英語によ
るライティングテストを通してみます。

コミュニケーション英語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，英語表現Ⅰ，Ⅱ
（スピーキングのみです。）

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度をみるために，これまでの学業や課
外活動等の取り組みや業績及び入学後の意欲を評価します。

教員の資質形成の基礎となる読解力，理論的思考能力，個性的な発想力，文章表
現力をみます。

34ページ参照

「知識・技能」，「思考力･判断力･表現力」，「主体性･多様性･協働性」を重点的に評
価します。

「知識・技能」，「思考力･判断力･表現力」を重点的に評価します。

「知識・技能」，「思考力･判断力･表現力」，「主体性･多様性･協働性」を重点的に評
価します。

「知識・技能」，「思考力･判断力･表現力」を重点的に評価します。

「知識・技能」，「思考力･判断力･表現力」，「主体性･多様性･協働性」を重点的に評
価します。

「知識・技能」，「思考力･判断力･表現力」を重点的に評価します。

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂ

（数学の出題範囲は，高等学校学習指導要領に記載されている全項目を出題範囲
とします。ただし，数学Ｂは「数列」および「ベクトル」を出題範囲とします。）

「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」，「主体性を持って多様な人々と協働して
学ぶ態度」を評価します。（個別面接または集団面接）

保
健
学
科

看 護 学 専 攻
理 学 療 法 学 専 攻
作 業 療 法 学 専 攻

小 論 文

面　　接

小 論 文
および

面 　 接
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(7)  大学入学共通テストおよび個別学力検査等の配点

【前期日程】

学部・学科・課程等
試験の
区　分

国　　語 地　歴 公　民 数　学 理　科 外国語
実技 
検査

小論文 面　接 調査書 合　計

部
学
源
資
際
国

科
学
源
資
際
国 資源政策コース

大学入学
共通テスト

200
（200×1.0×1）

200
（100×1.0×2）

200
（100×1.0×2）

100
（100×1.0×1）

200
（200×1.0×1）

900

1420
個別学力
検査等

250 　 250 20 520

資源地球科学コース 

資源開発環境コース

大学入学
共通テスト

200
（200×1.0×1）

50
（100×0.5×1）

200
（100×1.0×2）

200
（100×1.0×2）

200
（200×1.0×1）

850

1320
個別学力
検査等

 　 200 150 100 20 470

教

育

文

化

学

部

程
課
育
教
校
学

教育実践コース

大学入学
共通テスト

200×2/3
※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3

200×2/3 600

1010
個別学力
検査等

#200 　　 #200 #200 #200 10 410

英語教育コース

大学入学
共通テスト

200×7/10
※100×7/10
※100×7/10

※100×7/10
※100×7/10

※100×7/10
※100×7/10

200×1.5
　　×7/10

700

1010
個別学力
検査等

100 　 125 1075 310

理数教育コース

大学入学
共通テスト

200×7/9 100×7/9 200×7/9 200×7/9 200×7/9 700

1010
個別学力
検査等

　 　 *300 *300 10 310

特別支援教育コース 

こども発達コース

大学入学
共通テスト

200×2/3
※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3

200×2/3 600

1010
個別学力
検査等

#200 　 #200 #200 10 410

地域文化学科

大学入学
共通テスト

200×2/3
※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3

200×2/3 600

1010
個別学力
検査等

#200 　 #200 #200 10 410

医

学

部

医　　学　　科

大学入学
共通テスト

100
（200×0.5×1）

50
（100×0.5×1）

100
（100×0.5×2）

200
（100×1.0×2）

100
（200×0.5×1）

550

950
個別学力
検査等

　 100 100 200 400

保

健

学

科

看護学専攻

大学入学
共通テスト

160  
（200×0.8×1）

※80
（100×0.8×1）

※80
（100×0.8×1）

160  
（100×0.8×2）

※80
（100×0.8×1）

※80
（100×0.8×1）

160  
（200×0.8×1）

720

920

個別学力
検査等

100 100 200

理学療法学専攻
大学入学
共通テスト

140  
（200×0.7×1）

※70  
（100×0.7×1）

※70  
（100×0.7×1）

140  
（100×0.7×2）

※70
（100×0.7×1）

※70
（100×0.7×1）

140  
（200×0.7×1）

630

1030

個別学力
検査等

200 200 400

作業療法学専攻

理

工

学

部

生命科学科

　生命科学コース

物質科学科

　応用化学コース

　材料理工学コース

数理・電気電子情報学科

　数理科学コース

　電気電子工学コース

　人間情報工学コース

システムデザイン工学科

　機械工学コース

　土木環境工学コース

ａ

大学入学
共通テスト

100  
（200×0.5×1）

50  
（100×0.5×1）

200  
（100×1.0×2）

200  
（100×1.0×2）

200  
（200×1.0×1）

750

1170

個別学力
検査等

　
　

　
　

250 150 20 420

b

大学入学
共通テスト

25  
（200×0.125

×1）

25  
（100×0.25×1）

100  
（100×0.5×2）

100  
（100×0.5×2）

100  
（200×0.5×1）

350

1170

個別学力
検査等

　
　

　
　

500 300 20 820

注6

注１：大学入学共通テスト欄の（　）内は，大学入学共通テストの素点，傾斜率および科目数を示します。（素点×傾斜率×科目数）
注２：大学入学共通テストの理科の素点は，「基礎を付した科目」２科目選択で100点，「基礎を付さない科目」１科目選択で100点とします。
注３：大学入学共通テストの外国語で「英語」を選択した場合は，「リーディング」と「リスニング」の配点比率を，国際資源学部と教育文化学部英語

教育コースおよび理工学部は１：１とし，教育文化学部（英語教育コースを除く）と医学部は４：１とします。なお，リスニングの受験を免除さ
れた者については，リーディング（100点満点）の成績を200点満点に換算して利用します。

れない場合，高等学校卒業程度認定試験合格者等）は，別途提出していただく「中学校卒業後の活動内容について」で評価します。

注４：教育文化学部および医学部保健学科の大学入学共通テスト欄の※印は，このうちから必要科目を選択するものです。
注５：教育文化学部の個別学力検査欄の＃印は，２教科を選択し，*印は１教科を選択するものです。
注６：教育文化学部学校教育課程英語教育コースの外国語（英語）の配点内訳は，筆記75点，スピーキング50点とします。
注７：理工学部のa･bにおける個別学力検査の試験問題は，同一のものです。
注８：調査書を点数化して評価している学部・学科・コースにおいて，調査書が提出できない志願者の場合（高等学校卒業後一定期間が経過して発行さ
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【後期日程】

学部・学科・課程等
試験の 
区　分

国　　語 地　歴 公　民 数　学 理　科 外国語
実技 
検査

小論文 面　接 合　計

部
学
源
資
際
国

科
学
源
資
際
国 資源政策コース

大学入学
共通テスト

200
（200× 1.0× 1）

200
（100 × 1.0 × 2）

200
（100× 1.0× 2）

100
（100× 1.0× 1）

200
（200× 1.0× 1）

900

1400
個別学力
検査等

　 　  200 300 500

資源地球科学コース 

資源開発環境コース

大学入学
共通テスト

200
（200× 1.0× 1）

50
（100 × 0.5 × 1）

300
（100× 1.5× 2）

300
（100× 1.5× 2）

200
（200× 1.0× 1）

1050

1350
個別学力
検査等

 　 　 200 100 300

教

育

文

化

学

部

程
課
育
教
校
学

教育実践コース

大学入学
共通テスト

200 × 7/9
※ 100 × 7/9
※ 100 × 7/9

※100×7/9
※100×7/9

※100×7/9
※100×7/9

200 × 7/9 700

1050
個別学力
検査等

 　　   #300 #300 50 350

英語教育コース

大学入学
共通テスト

200
（200× 1.0× 1）

100
（100 × 1.0 × 1）

50
（100× 0.5× 1）

50
（100× 0.5× 1）

300
（200× 1.5× 1）

700

1050
個別学力
検査等

　 100 200 50 350

理数教育コース

大学入学
共通テスト

200 × 8/13 100 × 8/13 （200×2）×8/13 （200×2）×8/13 200 × 8/13 800

1050
個別学力
検査等

　 　   250 250

特別支援教育コース

大学入学
共通テスト

200 × 5/9
※ 100 × 5/9
※ 100 × 5/9

※100×5/9
※100×5/9

※100×5/9
※100×5/9

200 × 5/9 500

1050
個別学力
検査等

 　   250 300 550

こども発達コース

大学入学
共通テスト

200 × 5/9
※ 100 × 5/9
※ 100 × 5/9

※100×5/9
※100×5/9

※100×5/9
※100×5/9

200 × 5/9 500

1050
個別学力
検査等

 　
250  

［記述］
300 550

地域文化学科

大学入学
共通テスト

200 × 2/3
※ 100 × 2/3
※ 100 × 2/3

※100×2/3
※100×2/3

※100×2/3
※100×2/3

200 × 2/3 600

1050
個別学力
検査等

 　   300 150 450

医

学

部

医

学

科

一　般　枠

大学入学
共通テスト

150
（200×0.75×1）

50
（100×0.5×1）

150
（100×0.75×2）

200
（100×1.0×2）

150
（200×0.75×1）

700

1000
個別学力
検査等

　   100 200 300

秋田県地域枠

大学入学
共通テスト

100
（200×0.5×1）

50
（100×0.5×1）

100
（100×0.5×2）

100
（100×0.5×2）

100
（200×0.5×1）

450

700
個別学力
検査等

　   100 150 250

保

健

学

科

看護学専攻

大学入学
共通テスト

160
（200×0.8×1）

※80
（100×0.8×1） 160

（100×0.8×2）

※80
（100×0.8×1） 160

（200×0.8×1）
720

920

個別学力
検査等

　   

100 100 200

理学療法学専攻
作業療法学専攻

大学入学
共通テスト

140
（200×0.7×1）

※70
（100×0.7×1） 140

（100×0.7×2）

※70
（100×0.7×1）

※80
（100×0.8×1）

※80
（100×0.8×1）

※70
（100×0.7×1）

※70
（100×0.7×1）

140
（200×0.7×1）

630

1030

個別学力
検査等

　   200 200 400

理

工

学

部

生命科学科
　生命科学コース
物質科学科
　応用化学コース
　材料理工学コース
数理・電気電子情報学科
　数理科学コース
　電気電子工学コース
　人間情報工学コース
システムデザイン工学科
　機械工学コース
　土木環境工学コース

大学入学
共通テスト

100  
（200× 0.5× 1）

50  
（100 × 0.5 × 1）

200  
（100× 1.0× 2）

200  
（100× 1.0× 2）

200  
（200× 1.0× 1）

750

1050

個別学力
検査等

　
　

　
　
　

100  200 300

注１：大学入学共通テスト欄の（　）内は，大学入学共通テストの素点，傾斜率および科目数を示します。（素点×傾斜率×科目数）
注２：大学入学共通テストの理科の素点は，「基礎を付した科目」２科目選択で100点，「基礎を付さない科目」１科目選択で100点とします。
注３：大学入学共通テストの外国語で「英語」を選択した場合は，「リーディング」と「リスニング」の配点比率を，国際資源学部と教育文化学部英語教

育コースおよび理工学部は１：１とし，教育文化学部（英語教育コースを除く）と医学部は４：１とします。なお，リスニングの受験を免除された
者については，リーディング（100点満点）の成績を200点満点に換算して利用します。

注４：教育文化学部および医学部保健学科の大学入学共通テスト欄の※印は，このうちから必要科目を選択するものです。
注５：教育文化学部学校教育課程教育実践コースの個別学力検査欄の＃印は，１科目等を選択するものです。
注６：教育文化学部学校教育課程こども発達コースの小論文欄は，記述問題の配点を示します。
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(8)  英語資格等の活用

(9)  合格者の決定

試験日程

人3文論小　
人2）楽音（査検技実

人1実技検査（美術）
人2）育体（査検技実

数者定予格合目科験受

実技検査（体育）受験者

合格予定者数
15人
2人
2人
5人

受験科目
国語，英語または数学から2科目受験者

実技検査（音楽）受験者
実技検査（美術）受験者

指定科目（基準点：総点の4割）

筆記試験（80点），実技検査（80点）

課程・コース

学校教育課程・教育実践コース

　　国際資源学部では，次の①から⑤のいずれかの要件を満たしている者は，個別学力検査の「英語」科目を免除し，
 満点と換算して合否判定します。「英語」科目免除の可否については，別途通知します。

合　　格　　者　　の　　決　　定　　方　　法

前期日程
後期日程

前期日程

後期日程

学部等

国際資

源学部

前期日程
後期日程

　

前期日程
後期日程

前期日程
後期日程

医
学
科
保
健
学
科

理
工
学
部

医
　
学
　
部

教

　

育

　

文

　

化

　

学

　

部

　注）令和４年(2022年）１月以降に受験したものを対象とします。当該スコア等を証明する書類を出願書類と同時に提出　
　　 　してください。（43ページ<該当者が提出するもの>参照）

スコア等
61点以上

500点以上
730点以上

6.0以上
準１級以上

英語資格等
①ＴＯＥＦＬ　ｉＢＴ
②ＴＯＥＦＬ　ＩＴＰ

科学化文域地

理 数 教 育 コ ー ス 面　　　接（100点）
特別支援教育コース 小 論 文（100点），　面　　接（120点）

小 論 文（120点），　面　　接（ 60点）
こども発達コース 記述問題（100点），　面　　接（120点）

点：総点の４割）準基（目科定指学科・課程等
教 育 実 践 コ ー ス 実技検査（120点），　小論文（120点）

英 語 教 育 コ ー ス 英　　　語（ 40点），　小論文（ 80点）
学校教育課程

④ＩＥＬＴＳ
⑤英検

③ＴＯＥＩＣ　Ｌ＆Ｒ

１　大学入学共通テストと個別学力検査等（調査書の得点を含む。）の総合点に基づき合格者を決めます。
　ただし，大学入学共通テストの合格判定に用いる科目と個別学力検査等（調査書の得点を除く。）に
無得点の科目がある場合は，合計点にかかわらず合格者としません。

　　なお，総合点が同点の場合には，同順位として取り扱います。

２　次の課程では，個別学力検査のうちの指定科目の得点が基準点に満たない者は，合計点にかかわらず
　合格者としません。

３　学校教育課程教育実践コースでの合格予定者数は，個別学力検査等の選択科目ごとに，おおむね次の
　とおりとします。

１　大学入学共通テストと個別学力検査等の総合点に基づき合格者を決めます。
　ただし，大学入学共通テストの合格判定に用いる科目と個別学力検査等に無得点の科目がある場
合は，合計点にかかわらず合格者としません。
　なお，総合点が同点の場合には，同順位として取り扱います。

２　次の学科・課程では，個別学力検査等のうちの指定科目の得点が基準点に満たない者は，合計点にか
　かわらず合格者としません。

３　学校教育課程教育実践コースでの合格予定者数は，個別学力検査等の選択科目ごとに，おおむね次
のとおりとします。

１　大学入学共通テストと個別学力検査等の総合点に基づき合格者を決めます。
２　面接において面接員が「不可」の判定をした場合は，合格者としません。
３　総合点が同点の場合には，医師としてより適性があると思われる者を上位とします。

１　大学入学共通テストと個別学力検査等の総合点に基づき合格者を決めます。
２　面接において面接員が「不可」の判定をした場合は，合格者としません。
３　総合点が同点の場合には，個別学力検査等の成績上位者を優先します。

１　大学入学共通テストと個別学力検査等（前期日程は調査書の得点を含む。）の総合点に基づいて合格者
　を決めます。
２　第２志望は，第１志望の学科が募集人員を充足し，かつ第２志望の学科がまだ募集人員を充足してい
　ない場合においてのみ，合格者の対象となります。
３　総合点が同点の場合は，同順位として取り扱います。
４　前期日程においては，前期ａ，前期ｂそれぞれの方式で合格者を決めます。

１　大学入学共通テストと個別学力検査等（前期日程は調査書の得点を含む。）の総合点に基づき合格者を
　決めます。
２　第２志望は，第１志望のコースが募集人員を充足し，かつ第２志望のコースがまだ募集人員を充足し
　ない場合においてのみ，合格者の対象となります。
３　総合点が同点の場合には，同順位として取り扱います。
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3　個別学力検査等の日程および試験場

(1) 日　程

　　【前期日程】

期　　　　日 教科・科目等

英 　　　　　　語

数　　　 　　　学

国　　 　　　　語

理　　　 　　　科

英 　   　　   語

小論文
（英語教育コースのみ）

60分

数　　　 　　　学

国　　 　　　　語

理　　　 　　　科

スピーキング・面接
（英語教育コースのみ）

実技検査（音楽）

実技検査（美術）

実技検査（体育）

英 　　　　　　語

数　　　 　　　学

面接ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

令和6年2月26日（月）

英  　　　　　語

面　　　　　　接

小　　論　　文

面　　　　　　接

面　　　　　　接

数　 　 　　　学

理　　  　　　科

　注）　面接および実技検査の終了時刻は，受験者数により変わる場合があります。

　　【後期日程】

期　　　　日 教科・科目等

令和6年3月12日（火）

令和6年3月12日（火）

小論文，記述問題

面　　　　　　接

スピーキング・面接
（英語教育コース）

面     　 　　接
（理数教育コース）

実技検査・面接
（音　　　楽）

実技検査・面接
（美　　　術）

実技検査・面接
（体　　　育）

小　　論　　文

60分

90分

60分

60分

60分

90分

60分

60分

60分

90分

20分

60分

90分

60分

60分

60分

120分

45分

面　　　　　　接

数　　　　　　学

面　　　　　　接
令和6年3月12日（火）

令和6年3月12日（火）

　注）　面接および実技検査の終了時刻は，受験者数により変わる場合があります。

令和6年2月25日（日）

令和6年2月25日（日）

保健学科

医

学

部

理  工  学  部

令和6年2月25日（日）
医　学　科

学　部　等

国際資源学部

教育文化学部

時　　　　　　　間

令和6年2月25日（日）

令和6年2月25日（日）

令和6年2月26日（月）

間時部 等学

国際資源学部

教育文化学部

理  工  学  部

医

学

部

医　 学　 科

小　　論　　文 90分

面　　　　　　接
令和6年3月12日（火）保 健 学 科

9:00　～　10:00

10:50　～　12:20

13:20　～　14:20

13:20　～　14:20

9:00　～　10:00

10:50　～　11:50

10:50　～　12:20

13:20　～　14:20

13:20　～　14:20

9:00　～　10:00

10:50　～　12:20

12:30　～　12:50

9:00　～　10:00

10:50　～　12:20

13:20　～　14:20

9:00　～　10:00

12:30　～　18:00

10:30　～　11:30

9:00　～　11:00

9:00　～　 9:45

9:00　～　18:00

10:30　～　17:00

9:00　～　12:00（集合　8:30）

9:00　～　16:00（集合　8:30）

14:50　～　18:00

10:30　～　17:00

10:30　～　17:00

9:00　～　16:00（集合　8:30）

9:00　～　18:00（集合　8:30）

10:45　～　17:00

11:30　～　18:00

9:00　～　10:30

11:00　～　17:00

9:00　～　17:00（集合　8:30）
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(2) 試 験 場

場験試程日等部学

国際資源学部秋田試験場

秋田大学手形キャンパス：秋田市手形学園町1番1号

前期日程
国際資源学部東京試験場（収容人員30名）

タイム24ビル：東京都江東区青海2-4-32
国 際資 源学部

国際資源学部名古屋試験場（収容人員50名）

愛知大学名古屋キャンパス：名古屋市中村区平池町4-60-6

愛知大学名古屋キャンパス：名古屋市中村区平池町4-60-6

国際資源学部秋田試験場
後期日程

秋田大学手形キャンパス：秋田市手形学園町1番1号

教育文化学部秋田試験場

秋田大学手形キャンパス：秋田市手形学園町1番1号

前期日程 教育文化学部東京試験場（収容人員30名）

教 育文 化学部 タイム24ビル：東京都江東区青海2-4-32

個別学力検査等で実技検査を選択した者および英語教育コースの志望者は

秋田試験場のみとなります。

教育文化学部秋田試験場
後期日程

秋田大学手形キャンパス：秋田市手形学園町1番1号

前期日程
医 学 科

後期日程

後期日程

医学部秋田試験場

秋田大学本道キャンパス：秋田市本道一丁目1の1

医

学

部
前期日程

保健学科

理工学部秋田試験場

秋田大学手形キャンパス：秋田市手形学園町1番1号

理工学部東京試験場（収容人員200名）

前期日程 タイム24ビル：東京都江東区青海2-4-32
理 工 学 部

理工学部名古屋試験場（収容人員140名）

理工学部秋田試験場
後期日程

秋田大学手形キャンパス：秋田市手形学園町1番1号

※ 試験場の案内（55～57ページ）を参照ください。

※

教 育文 化学部

(3) 前期日程における試験場（受験地）について

①　前期日程の希望受験地は出願時に選択してください。出願後の変更の申し出は受け付けておりません。

②　東京および名古屋試験場を希望した志願者は，出願受付完了順（出願システム入力順ではありません。）に

　割り当てます。上記収容人員に達した場合は，秋田試験場での受験となり東京および名古屋試験場での受験

　は認められませんので「受験票ダウンロード可能」のメール通知が入り次第，直ちに受験票を印刷したうえで

　受験票に記載されている試験場を確認してください。

※　教育文化学部の教育実践コース志願者で実技検査を選択した者，英語教育コースの志願者，医学部の志願者

　を除く
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令和 7 年度（2025 年度）秋田大学医学部医学科入学者選抜方法の変更について 
 
このことについて，令和 7 年度秋田大学医学部医学科の入学者選抜方法を下記のとおり変
更します。 
 

記 
【概要】 
 秋田大学医学部医学科では地域医療を支える医師養成の拠点として，秋田県内の更なる
医師充足を目的として一般選抜の「後期日程」で募集していた「秋田県地域枠」と「学校推
薦型選抜Ⅱ」の「秋田県地域枠」，「全国地域枠」の制度を変更します。 
 主な変更内容としては，一般選抜の「前期日程」の募集人員 10 人を「学校推薦型選抜Ⅱ」
に振り分け，「学校推薦型選抜Ⅱ」に新たに「東北地域枠・10 人」を設けます。 
 
 ■秋田県地域枠・全国地域枠の変更について 
 これまで地域枠は秋田県の修学資金の貸与を受け，卒業後，秋田県地域枠医師等キャリア
形成プログラムに従って貸与期間の 1.5 倍（9 年間）の義務を履行するものでした。 
 この度の変更内容としては，「全国地域枠・5人程度」を廃止し，その分の募集人員を「後
期日程」および「学校推薦型選抜Ⅱ」の「秋田県地域枠」に振り分けそれぞれ「後期日程（秋
田県地域枠）・5 人」，「学校推薦型選抜Ⅱ（秋田県地域枠）・24 人」とします。 
 
 ■東北地域枠の新設について 
 秋田県を除く東北各県（青森県，岩手県，宮城県，山形県，福島県）の高等学校等を卒業・
卒業見込みの方を対象に 10 人募集することとします。 
 
 
【募集人員】 
 別紙「医学部医学科の募集人員について（申請予定）」のとおり暫定的な医学部定員増は
終了したものの，これまで同様の入学定員を維持できるよう申請予定であり，募集人員は今
回の変更を踏まえて以下のとおりとなります。 
 

令和 6 年度入試 入学定員 
一般選抜 学校推薦型選抜 私費外国人 

留学生入試 前期日程 後期日程 Ⅱ 

医学科 124 55 24※1 45※2 若干名 

※1 24 人のうち，一般枠 20 人，秋田県地域枠 4 人 

※2 45 人のうち，一般枠 20 人，地域枠 25 人（秋田県地域枠 20 人程度，全国地域枠 5 人程度） 
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令和 7 年度入試 入学定員 
一般選抜 学校推薦型選抜 私費外国人 

留学生入試 前期日程 後期日程 Ⅱ 

医学科 95 45 20※３ 30※4 若干名 

※3 20 人は一般枠 20 人 

 ※4 30 人のうち，一般枠 20 人，東北地域枠 10 人   
 
 

令和 7 年度入試 

 

入学定員 一般選抜 学校推薦型選抜 私費外国人 

留学生入試 前期日程 後期日程 Ⅱ 

医学科 124 45 25※5 54※6 若干名 

※5 25 人のうち，一般枠 20 人，秋田県地域枠 5 人 

※6 54 人のうち，一般枠 20 人，東北地域枠 10 人，秋田県地域枠 24 人 

  なお，※5 および※6 の秋田県地域枠の募集人員は変更されることがありますが，決定次第本学ホーム

ページでお知らせしますので確認してください。 

 
【東北地域枠について】 
 新設する「学校推薦型選抜Ⅱ」の東北地域枠の詳細は以下のとおりです。 
 
■出願資格 
次の(1)から(6)の要件すべてに該当する者 
 (1) 次にあげる地域の高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）もしくは中等教育学校

を令和６年３月以降に卒業した者および令和７年３月卒業見込みの者 
   ［青森県，岩手県，宮城県，山形県，福島県］ 
 (2) 大学卒業後，次にあげるⅰ）～ⅲ）を確約できる者 
  ⅰ）秋田県内の研修指定病院で２年間の臨床研修（初期研修）に従事すること 
  ⅱ）臨床研修修了後，秋田大学の専門研修プログラムにおいて大学病院を含む秋田県内

医療機関での専門研修を行い専門医資格を取得すること 
  ⅲ）臨床研修修了後，少なくとも 5 年間，秋田県内の研修指定病院で勤務すること 
 (3)「同意書（東北地域枠）」を提出する者 
 (4) 学業成績および人物ともに優れ，出身学校長（高等学校長等）が責任を持って推薦

でき，合格した場合，入学を確約できる者 
 (5) 調査書の学習成績概評が A 段階（全体の学習成績の状況が 4.3 以上）の者 
 (6) 本学他学部および他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願していない者 
 
 

(申請予定) 
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■選抜方法 
 大学入学共通テストの成績，調査書，推薦書，志願理由書，小論文および面接の結果を総
合して判定します。 
 
 ［大学入学共通テスト］ 

 
 
 ［個別学力検査等］ 

学部・学科等 個 別 学 力 検 査 等 
医 学 部 医 学 科 小論文および面接 
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〔医学部における注意事項〕

新旧教育課程履修者共通

ア

イ

新教育課程履修者

旧教育課程履修者等

教科・科目 受 験 を 要 す る 教 科 ・ 科 目 名

地理歴史 公　民 数　学 理　科 外国語 情報

         部分は「旧教育課程履修者等に対する経過措置」に係る科目です。新教育課程履修者は選択解答できません。

学部・学科

医学部 医学科
1 1 1 2 1 1

数学で「簿記・会計」および「情報関係基礎」を選択解答できる者は，高等学校もしくは中等教育学校においてこれらの科目

を履修した者および文部科学大臣の指定を受けた専修学校の高等課程の修了（見込み）の者に限ります。

◎は必ず受験を要する科目，×は本学では採用しない科目，○および△は選択して受験を要する科目，その下欄の数字は必要科目

数を示します。ただし，△の科目については，選択できる者に制限があります。

大学入学共通テストで１科目を指定しているもののうち，地理歴史・公民の試験時間において２科目受験した場合は，解答順

に，前半に受験した科目を第１解答科目，後半に受験した科目を第２解答科目とし，第１解答科目の得点を合格判定に用いま

英語にはリスニングテストを含みます。なお，リスニングの受験を免除された者については，リーディング（100点満点）の

成績を200点満点に換算して利用します。

地理歴史，公民，数学および情報において，旧教育課程履修者等に対する経過措置科目を選択解答することはできません。
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医学部医学科の募集人員について（申請予定） 
 

医学部医学科では，令和 7年度入試から秋田県内の更なる医師確保のため，学校推薦型

選抜に『東北地域枠』を新設します。また,「地域の医師確保のための定員増」，「新成

長戦略」，「新医師確保総合対策」，「緊急医師確保対策」に基づき開始された暫時的な

医学部定員増が令和４年度に終了したことに伴い，令和７年度入試における募集人員は，

『一般選抜 前期日程 45人，後期日程 20人，学校推薦型選抜Ⅱ（一般枠）20人,学校推

薦型選抜Ⅱ（東北地域枠）10人』となります。 

 

現在，『一般選抜 前期日程 45 人，後期日程（一般枠）20人，後期日程（秋田県地域

枠）5人，学校推薦型選抜Ⅱ（一般枠）20人，学校推薦型選抜Ⅱ（東北地域枠）10人,学

校推薦型選抜Ⅱ（秋田県地域枠）24人』となるよう申請予定でありますが，今後変更と

なる場合もあります。 

なお，詳細については決定次第，本学ホームページでお知らせしますので，医学部医学

科を志願される方は必ず確認してください。 
 

令和 6 年度入試 
 

入学定員 一般選抜 学校推薦型選抜 私費外国人 
留学生入試 前期日程 後期日程 Ⅱ 

医学科 124 55 24※1 45※2 若干名 

※1 24 人のうち，一般枠 20 人，秋田県地域枠 4 人 
※2 45 人のうち，一般枠 20 人，地域枠 25 人（秋田県地域枠 20 人程度，全国地域枠 5 人程度） 

 
 
 

令和 7 年度入試 入学定員 一般選抜 学校推薦型選抜 私費外国人 
留学生入試 前期日程 後期日程 Ⅱ 

医学科 95 45 20※３ 30※4 若干名 

※3 20 人は一般枠 20 人 
 ※4 30 人のうち，一般枠 20 人，東北地域枠 10 人   
 
 

令和 7 年度入試 
 

入学定員 一般選抜 学校推薦型選抜 私費外国人 
留学生入試 前期日程 後期日程 Ⅱ 

医学科 124 45 25※5 54※6 若干名 

※5 25 人のうち，一般枠 20 人，秋田県地域枠 5 人 
※6 54 人のうち，一般枠 20 人，東北地域枠 10 人，秋田県地域枠 24 人 

  なお，※5 および※6 の秋田県地域枠の募集人員は変更されることがありますが，決定次第，本学ホーム

ページでお知らせしますので確認してください。 

(申請予定) 
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  医人材 － ３５０ 

令和６年８月９日 

厚生労働省医政局長 様 

秋田県健康福祉部長 

 （公印省略） 

地域の医師確保のための入学定員増に係る誓約書 

令和６年８月７日付け６文科高第 738 号、医政発 0807 第５号に基づき、下記のとお

り、令和７年度における地域の医師確保のための入学定員増を行うこととしました。 

 地域の医師確保等に関する計画、都道府県計画等に沿って、地域枠入学者が地域に定

着するよう取組を行います。 

記 
増員数 

  ２９名 

・秋田大学医学部における地域枠：２９名

担  当   ：医務薬事課医療人材対策室 菊池 

電話番号 ：０１８－８６０－１４１０ 

メールアドレス：Kikuchi-Takafumi@pref.akita.lg.jp
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基礎医学Ⅰ 細胞の構成と機能Ⅰ 1前 ○ 0.5 ○ 1

基礎医学Ⅰ 生体物質の代謝Ⅰ 1前 ○ 0.5 ○ 1 1 2

基礎医学Ⅱ 細胞の構成と機能Ⅱ 1後 ○ 0.5 ○ 1 1

基礎医学Ⅱ 生体物質の代謝Ⅱ 1後 ○ 1 ○ 1 2

基礎医学Ⅱ 人体解剖学入門，骨学実習 1後 ○ 1 ○ 1 1 1 3 ※実習

基礎医学Ⅱ 個体の発生 1後 ○ 1 ○ 1 1 1 2

基礎医学Ⅱ 個体・細胞の分子生化学 1後 ○ 1 ○ 2 1 1 1

基礎医学Ⅱ 生体分子解析学実習 1後 ○ 2 ○ 2 1 3

医療・社会・行動科学Ⅰ 医療行動科学 1後 ○ 3 ○ 1 1 3

基礎医学Ⅲ 個体の構成，人体解剖学実習 2前 ○ 8 ○ 1 1 1 2 ※実習

基礎医学Ⅲ 組織学，組織学実習 2前 ○ 3 ○ 1 1 1 ※実習

基礎医学Ⅲ 臓器の機能Ⅰ 2前 ○ 4 ○ 2 1 1

基礎医学Ⅳ 臓器の機能Ⅱ 2後 ○ 1 ○ 2 1

基礎医学Ⅳ 生体と微生物 2後 ○ 1 ○ 1 1 2

基礎医学Ⅳ 免疫と生体防御 2後 ○ 1 ○ 2 1

基礎医学Ⅳ 生体と薬物 2後 ○ 2 ○ 1 1

基礎医学Ⅳ 生体と放射線・電磁波・超音波 2後 ○ 0.5 ○ 1 1 3

基礎医学Ⅳ 原因と病態，病理学実習 2後 ○ 4 ○ 4 1 2 9 ※実習

基礎医学Ⅳ 生体機能学実習 2後 ○ 2 ○ 3 1

基礎医学Ⅳ 感染症・生体防御学実習 2後 ○ 2 ○ 2 1 2 ※講義

医療・社会・行動科学Ⅱ 環境と健康 2後 ○ 1 ○ 1 1 4 2

医療・社会・行動科学Ⅱ 医の倫理と原則 2後 ○ 1 ○ 3 2

医療・社会・行動科学Ⅱ 地域医療・コミュニケーションとチーム医療 2後 ○ 1 ○ 1 1 5

基礎医学アドバンスコース 細胞生物学 2後 ○ 1 ○ 1 1 1 1

基礎医学アドバンスコース 生体防御学 2後 ○ 1 ○ 1 1

基礎医学アドバンスコース 器官・統合生理学 2後 ○ 1 ○ 1 1 1 1

基礎医学アドバンスコース 微生物学 2後 ○ 1 ○ 1

基礎医学アドバンスコース 細胞生理学 2後 ○ 1 ○ 1 1

基礎医学アドバンスコース 病理学Ⅰ 2後 ○ 1 ○ 1 1

基礎医学アドバンスコース 病理学Ⅱ 2後 ○ 1 ○ 1 1 1

基礎医学アドバンスコース 分子機能学・代謝機能学 2後 ○ 1 ○ 1 2

基礎医学アドバンスコース 形態解析学・器官構造学 2後 ○ 1 ○ 1 1 2

基礎医学アドバンスコース 情報制御学・実験治療学 2後 ○ 1 ○ 1 2

基礎医学アドバンスコース 分子生化学 2後 ○ 1 ○ 1 1 1

基礎医学アドバンスコース 衛生学・公衆衛生学 2後 ○ 1 ○ 1 1 4

基礎医学アドバンスコース 医学教育学Ⅰ 2後 ○ 1 ○ 1

基礎医学アドバンスコース 医療情報学 2後 ○ 1 ○ 1 1

基礎医学アドバンスコース 医学教育学Ⅱ 2後 ○ 1 ○ 1 1 1

研究配属 研究配属 3前 ○ 6 ○ 15 2

医療・社会・行動科学Ⅲ 疫学と予防医学 3後 ○ 1 ○ 1 4

医療・社会・行動科学Ⅲ 生活習慣病と臨床研究 3後 ○ 1 ○ 5 5 5

医療・社会・行動科学Ⅲ 保健と福祉の制度 3後 ○ 1 ○ 2 4 3

医療・社会・行動科学Ⅲ 社会医学実習 3後 ○ 1 ○ 1 4 ※講義

医療・社会・行動科学Ⅲ 感染症・感染防御 3後 ○ 1 ○ 2 1 4

臨床医学Ⅰ 循環器 3前 ○ 3 ○ 3 1 4 9 8

臨床医学Ⅰ 呼吸器 3前 ○ 2 ○ 4 3 2 3 11

臨床医学Ⅰ 消化器 3前 ○ 3 ○ 3 3 2 11 2

臨床医学Ⅰ 腎 3後 ○ 1 ○ 1 3 2

臨床医学Ⅰ 尿路・男性生殖器 3後 ○ 1 ○ 1 3 3 4

臨床医学Ⅱ 加齢と老化，内分泌・栄養・代謝 3前 ○ 2.5 ○ 4 1 2 3 1

臨床医学Ⅱ 神経 3後 ○ 3 ○ 2 3 4 8

臨床医学Ⅱ 運動器（筋骨格） 3後 ○ 2 ○ 3 2 4 4 5

臨床医学Ⅱ 血液・造血器・リンパ 3後 ○ 2 ○ 1 4 2

臨床医学Ⅱ リハビリテーション 3後 ○ 1 ○ 5 3 1 1

臨床医学Ⅱ 乳房 3後 ○ 0.5 ○ 1 1 1 1

臨床医学Ⅱ 女性生殖器 3後 ○ 1 ○ 3 1 2 2

臨床医学Ⅱ 免疫・アレルギー疾患・膠原病 3後 ○ 1 ○ 2 3 2

臨床医学Ⅱ 腫瘍 3後 ○ 0.5 ○ 1 1 1 2

臨床医学Ⅱ 妊娠と分娩 3後 ○ 1 ○ 1 1 1 5

臨床医学Ⅱ 成長と発達 3後 ○ 2 ○ 2 5 2 6

臨床医学Ⅱ 耳鼻・咽喉・口腔 3後 ○ 1 ○ 4 2 1 5 2

臨床医学Ⅱ 放射線診断と治療 3後 ○ 1 ○ 1 1 6 3

医療・社会・行動科学Ⅳ 診療情報 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 2

医療・社会・行動科学Ⅳ 人の死・死と法 4前 ○ 1 ○ 1 1 5

医療・社会・行動科学Ⅳ 医療における安全性確保 4前 ○ 0.5 ○ 2 1 1 2

臨床医学アドバンスコース 血液・腎臓・膠原病内科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 3 5

臨床医学アドバンスコース 放射線医学 4前 ○ 0.5 ○ 1 3

臨床医学アドバンスコース 精神科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 4 2

臨床医学アドバンスコース 皮膚科学・形成外科学 4前 ○ 0.5 ○ 2 5

臨床医学アドバンスコース 総合診療・検査診断学 4前 ○ 0.5 ○ 2 1 2

臨床医学アドバンスコース 麻酔・蘇生・疼痛管理学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 1

臨床医学アドバンスコース 代謝・内分泌内科学 4前 ○ 0.5 ○ 1

臨床医学アドバンスコース 小児科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 2 1 2

臨床医学アドバンスコース 循環器内科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 3

専
門
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（医学部医学科等）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考
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臨床医学アドバンスコース 臨床腫瘍学 4前 ○ 0.5 ○ 4 2 1

臨床医学アドバンスコース 呼吸器内科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 1 2

臨床医学アドバンスコース 整形外科学 4前 ○ 0.5 ○ 2 2 4 4

臨床医学アドバンスコース 心臓血管外科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 2

臨床医学アドバンスコース 救急・集中治療医学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 1

臨床医学アドバンスコース 消化器外科学・消化器内科学・食道外科学 4前 ○ 1 ○ 4 2 1 3

臨床医学アドバンスコース 眼科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 2

臨床医学アドバンスコース 胸部外科学Ⅰ 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 1

臨床医学アドバンスコース 胸部外科学Ⅱ 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 1 1

臨床医学アドバンスコース 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 1 1

臨床医学アドバンスコース 小児外科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1

臨床医学アドバンスコース 脳神経外科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 2 1

臨床医学アドバンスコース 腎泌尿器科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 3 4

臨床医学アドバンスコース 産婦人科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 2 4

臨床医学アドバンスコース リハビリテーション 4前 ○ 0.5 ○ 1 1

臨床医学アドバンスコース 歯科口腔外科学 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 3

臨床医学Ⅲ 精神 4前 ○ 2 ○ 1 1 4 3

臨床医学Ⅲ 皮膚 4前 ○ 1 ○ 1 4

臨床医学Ⅲ 眼・視覚 4前 ○ 1 ○ 1 1 12

臨床医学Ⅲ 麻酔 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 1 3 1

臨床医学Ⅲ 薬物治療の基本原理 4前 ○ 1 ○ 4 4 2 1

臨床医学Ⅲ 外科治療と周術期管理 4前 ○ 0.5 ○ 2 2 3 2 1

臨床医学Ⅲ 救急疾患 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 5

臨床医学Ⅲ 物理・化学的因子による疾患 4前 ○ 0.5 ○ 1 1 5

臨床医学Ⅲ 総合診療・臨床検査 4前 ○ 1 ○ 2 1 6 7

臨床医学Ⅲ 基本的診療技能 4前 ○ 4 ○ 1

臨床医学Ⅳ 医学医療総合講義Ⅰ 4後 ○ 2 ○ 1

臨床医学Ⅴ 医学医療総合講義Ⅱ 5前 ○ 2 ○ 1

臨床医学Ⅳ 臨床実習Ⅰ 4後 ○ 20 ○ 30 19 25 73 6

臨床医学Ⅴ 臨床実習Ⅱ 5前 ○ 14 ○ 30 19 25 73 6

臨床医学Ⅵ 臨床実習Ⅲ 5後 ○ 26 ○ 28 14 28 71 2

臨床医学Ⅶ 臨床実習Ⅳ 6前 ○ 14 ○ 28 14 28 71 2

－ － 174 28 34 19 25 73 102

教養ゼミナール１（現代社会）－社会的諸課題と学問－ 1② 1 ○ 1

教養ゼミナール１（現代社会）－リフレクティブ・プラクティスへの招待－ 1② 1 ○ 1

法学入門Ⅰ 1① 1 ○ 1 メディア

法学入門Ⅱ 1② 1 ○ 1 メディア

日本国憲法Ⅰ 1① 1 ○ 1 メディア

日本国憲法Ⅱ 1② 1 ○ 1 メディア

現代社会と経済Ⅰ 1① 1 ○ 1

現代社会と経済Ⅲ 1① 1 ○ 1 メディア

現代社会と経済Ⅳ 1② 1 ○ 1 メディア

現代社会と経済Ⅴ 1③ 1 ○ 1 メディア

現代社会と経済Ⅵ 1④ 1 ○ 1 メディア

現代社会と企業経営Ⅰ 1① 1 ○ 1

現代社会と企業経営Ⅱ 1② 1 ○ 1

現代社会と政治Ⅰ 1① 1 ○ 1

現代社会と政治Ⅱ 1② 1 ○ 1

国際政治経済Ⅰ 1① 1 ○ 1 メディア

国際政治経済Ⅱ 1② 1 ○ 1 メディア

社会と家族Ⅰ 1③ 1 ○ 1 メディア

社会と家族Ⅱ 1④ 1 ○ 1 メディア

倫理リテラシーⅠ 1① 1 ○ 1

倫理リテラシーⅡ 1② 1 ○ 1

男女共同参画社会論 1③ 1 ○ 2 ※演習・メディア

社会と地域Ⅰ 1① 1 ○ 1 メディア

社会と地域Ⅱ 1② 1 ○ 1 メディア

観光学入門Ⅰ 1③ 1 ○ 1 メディア

観光学入門Ⅱ 1④ 1 ○ 1 メディア

地誌学入門Ⅰ 1① 1 ○ 1 ※実習

地誌学入門Ⅱ 1② 1 ○ 1 ※実習

金融リテラシー講座Ⅰ 1① 1 ○ 1

金融リテラシー講座Ⅱ 1② 1 ○ 1

教養ゼミナール１（人間と文化）－伝説の小学校算数教科書－ 1① 1 ○ 1 ※演習・メディア

教養ゼミナール１（人間と文化）－音楽文化の過去と現在－ 1① 1 ○ 1

教養ゼミナール１（人間と文化）－animacy perception を探求する－ 1② 1 ○ 1

教養ゼミナール１A（人間と文化）－実験で学ぶ食と生物学－ 1② 1 ○ 1 メディア

教養ゼミナール１（人間と文化）－国語教育から多様性（diversity）を考える－ 1③ 1 ○ 1 ※演習

教養ゼミナール１（人間と文化）－ドイツ語圏の音楽と文化－ 1③ 1 ○ 1

教養ゼミナール１（人間と文化）－学習意欲の科学への招待－ 1③ 1 ○ 1 ※演習

心理学Ⅰ 1① 2 ○ 1

心理学Ⅱ 1② 1 ○ 1

人間関係論Ⅰ 1① 2 ○ 1

人間関係論Ⅱ 1③ 2 ○ 1

現代社会と教育Ⅰ 1③ 1 ○ 1

現代社会と教育Ⅱ 1④ 1 ○ 1

子ども家庭支援論Ⅰ 1③ 1 ○ 1 ※演習

子ども家庭支援論Ⅱ 1④ 1 ○ 1 ※演習

障害者と社会参加の基礎 1① 1 ○ 1 ※演習

障害者と社会参加の実践 1② 1 ○ 1 ※演習

芸術と文化Ⅰ 1① 1 ○ 1

芸術と文化Ⅱ 1② 1 ○ 1

情報デザインⅠ 1① 1 ○ 1 メディア

情報デザインⅡ 1② 1 ○ 1 メディア

哲学入門Ⅰ 1③ 1 ○ 1

哲学入門Ⅱ 1④ 1 ○ 1

西洋社会の歴史Ⅰ 1① 1 ○ 1

専
門
科
目

小計（106　科目） －

教
養
教
育
科
目
（

自
由
選
択
）
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西洋社会の歴史Ⅱ 1② 1 ○ 1

科学史入門Ⅰ 1① 1 ○ 1 ※演習

科学史入門Ⅱ 1② 1 ○ 1 ※演習

多文化コミュニケーション入門Ⅰ 1① 2 ○ 1

多文化コミュニケーション入門Ⅱ 1② 2 ○ 1

多文化コミュニケーション入門Ⅲ 1③ 1 ○ 1

多文化コミュニケーション入門Ⅳ 1④ 1 ○ 1

日本文化入門Ⅰ 1① 2 ○ 1

日本文化入門Ⅱ 1② 2 ○ 1

日本文化入門Ⅲ 1③ 1 ○ 1

日本文化入門Ⅳ 1④ 1 ○ 1

日本社会入門Ⅰ 1① 2 ○ 1

日本社会入門Ⅱ 1② 2 ○ 1

日本社会入門Ⅲ 1③ 1 ○ 1

日本社会入門Ⅳ 1④ 1 ○ 1

日本語教育学入門Ⅰ 1① 2 ○ 1

日本語教育学入門Ⅱ 1② 2 ○ 1

日本語教育学入門Ⅲ 1③ 1 ○ 1

日本語教育学入門Ⅳ 1④ 1 ○ 1

Introduction to Participatory WorkshopsⅠ 1① 1 ○ 1

Introduction to Participatory WorkshopsⅡ 1② 1 ○ 1

Introduction to Participatory WorkshopsⅢ 1③ 1 ○ 1 ※実習

Introduction to Participatory WorkshopsⅣ 1④ 1 ○ 1 ※実習

Japanese in Indonesia(1600-1945) 1③ 1 ○ 1

Modern Indonesian History 1④ 1 ○ 1

インドネシア語入門Ⅰ 1① 2 ○ 1

インドネシア語入門Ⅱ 1② 2 ○ 1

Japanese Culture 1① 1 ○ 1

Japanese Thought 1③ 1 ○ 1

教養ゼミナール１（科学の探究）－持続可能な開発目標（SDGs）が求める科学技術とは－ 1② 1 ○ 1

教養ゼミナール１（科学の探究）－生活の中の数と図形－ 1③ 1 ○ 1 ※演習

地球環境と化学元素 1① 1 ○ 1 メディア

環境モニタリングと大気化学 1② 1 ○ 1 メディア

有機資源の産業利用と環境保全 1① 1 ○ 1 メディア

天体観測入門 1① 1 ○ 1 ※実習

地球の環境と資源Ⅰ 1① 2 ○ 2

地球の環境と資源Ⅱ 1② 1 ○ 2

地球の環境と資源Ⅲ 1① 1 ○ 1 メディア

ライフサイエンスⅠ 1① 2 ○ 1 メディア

ライフサイエンスⅡ 1② 1 ○ 1 ※演習

ライフサイエンスⅢ 1① 1 ○ 1 メディア

化学の世界 1② 1 ○ 2 メディア

材料の世界 1② 1 ○ 4 メディア

コンピュータの科学Ⅰ 1① 1 ○ 2

コンピュータの科学Ⅱ 1② 1 ○ 2

はじめての天文学 1② 1 ○ 1 メディア

自然環境と住まいⅠ 1③ 1 ○ 1

自然環境と住まいⅡ 1④ 1 ○ 1

自然地理学入門Ⅰ 1① 1 ○ 1 メディア

自然地理学入門Ⅱ 1② 1 ○ 1 メディア

Environment and engineering 1③ 1 ○ 1

情報学入門 1① 1 ○ 1 ※演習

ＡＩ学入門 1② 1 ○ 1 ※演習

データサイエンス学入門Ⅰ 1③ 1 ○ 2 メディア

データサイエンス学入門Ⅱ 1④ 1 ○ 2 メディア

教養ゼミナール１（生活と保健）－超高齢社会の医療と保健・福祉－ 1① 1 ○ 1

教養ゼミナール１（生活と保健）－からだへの気づき－ 1② 1 ○ 1 ※実習

教養ゼミナール１（生活と保健）－「人は誰でもミスをする」を前提とした医療安全－ 1② 1 ○ 1

教養ゼミナール１（生活と保健）－アレルギーを学ぼう－ 1③ 1 ○ 1 ※演習

教養ゼミナール１（生活と保健）－人間関係と暴力（DV・虐待）－ 1③ 1 ○ 1 1 3 メディア

食と健康Ⅰ 1① 1 ○ 1 メディア

食と健康Ⅱ 1② 1 ○ 1 メディア

医学と健康Ⅰ 1① 1 ○ 1 6 メディア

医学と健康Ⅱ 1① 1 ○ 2 1 1 メディア

医学と健康Ⅲ 1① 1 ○ 4 3 1 メディア

医学と健康Ⅳ 1② 1 ○ 1

がん医療と緩和ケア 1③ 2 ○ 3 1 1 1 メディア

大学生と健康 1① 2 ○ 1 メディア

生命と健康Ⅰ 1③ 1 ○ 1

生命と健康Ⅱ 1① 1 ○ 1 4

臨床医学入門Ⅰ 1① 1 ○ 1

臨床医学入門Ⅱ 1② 1 ○ 1

グローバル・ヘルスとトラベル・メディスン 1② 1 ○ 2 1 2 1 メディア

教養ゼミナール１A（地域志向）－地域医療の問題点－ 1① 1 ○ 1

教養ゼミナール１（地域志向）－雪国防災学入門－ 1④ 1 ○ 1 ※実習

秋田の歴史 1① 1 ○ 1

秋田の自然と文化 1② 1 ○ 8

防災学基礎Ⅰ 1① 1 ○ 1

防災学基礎Ⅱ 1② 1 ○ 1

農村地理学入門Ⅰ 休講

農村地理学入門Ⅱ 休講

キャリアデザイン基礎 1② 1 ○ 1

起業力養成ゼミナールⅠ 1① 1 ○ 1 ※演習

起業力養成ゼミナールⅡ 1② 1 ○ 1 ※演習

起業力養成ゼミナールⅢ 1③ 1 ○ 1 ※演習

スタートアップ実践 休講

地域キャリアデザイン 1② 1 ○ 1

教
養
教
育
科
目
（

自
由
選
択
）
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秋田のくらし 1② 1 ○ 3 ※演習

超高齢社会と健康寿命 1④ 1 ○ 2 8 ※演習・メディア

秋田の産業 1③ 1 ○ 1 ※演習・メディア

秋田の再生可能エネルギー 1② 1 ○ 1

地方創生ＤＸ基礎１ 1① 1 ○ 3

地方創生ＤＸ基礎２ 1② 1 ○ 3

地方創生ＤＸ基礎実践 1③ 1 ○ 3

教養ゼミナール１（技能の活用）－データの統計処理と論文作成－ 1② 1 ○ 1

教養ゼミナール１（技能の活用）－英語で楽しむものづくり－ 1③ 1 ○ ○ 1

日本語リテラシーⅠ 1① 2 ○ 1 ※実習

日本語リテラシーⅡ 1② 2 ○ 3

日本語リテラシーⅢ 1③ 1 ○ 2

日本語リテラシーⅣ 1④ 1 ○ 2

秋田大学論 1② 1 ○ 8 メディア

データサイエンスリテラシー概論 1休 1 ○ 1 メディア

情報と知識・技術 1② 1 ○ 1

フィールド活動の基礎Ⅰ 1③ 1 ○ 1

フィールド活動の基礎Ⅱ 1④ 1 ○ 1

留学生のための課題研究Ⅰ 1③ 2 ○ 1

留学生のための課題研究Ⅱ 1④ 2 ○ 1

留学生のための課題研究Ⅲ 1① 1 ○ 1

留学生のための課題研究Ⅳ 1② 1 ○ 1

鉱業博物館業務体験 1通 1 ○ 1

ドイツ語ⅠＡ 1① 2 ○ 1

ドイツ語ⅡＡ 1② 1 ○ 1

フランス語Ⅰ 1① 2 ○ 1

フランス語Ⅱ 1② 1 ○ 1

ロシア語Ⅰ 1① 2 ○ 1

ロシア語Ⅱ 1② 1 ○ 1

中国語ⅠＢ 1① 2 ○ 1 ※演習

中国語ⅡＢ 1② 1 ○ 1 ※演習

朝鮮語ⅠＢ 1① 2 ○ 1

朝鮮語ⅡＢ 1② 1 ○ 1

ドイツ語Ⅲ 1③ 1 ○ 1

ドイツ語Ⅳ 1④ 1 ○ 1

フランス語Ⅲ 1③ 1 ○ 1

フランス語Ⅳ 1④ 1 ○ 1

ロシア語Ⅲ 1③ 1 ○ 1

ロシア語Ⅳ 1④ 1 ○ 1

中国語Ⅲ 1③ 1 ○ 1 ※演習

中国語Ⅳ 1④ 1 ○ 1 ※演習

朝鮮語Ⅲ 1③ 1 ○ 1

朝鮮語Ⅳ 1④ 1 ○ 1

日本語２－１ 1① 2 ○ 1 ※演習

日本語２－２ 1② 2 ○ 1 ※演習

日本語２総合１ 1① 0.5 ○ 1

日本語２総合２ 1② 0.5 ○ 1

ドイツ語会話Ⅰ 1③ 0.5 ○ 2 メディア

ドイツ語会話Ⅱ 1④ 0.5 ○ 2 メディア

フランス語会話Ⅰ 1休 0.5 ○ 1 メディア

フランス語会話Ⅱ 1休 0.5 ○ 1 メディア

ロシア語会話Ⅰ 1① 0.5 ○ 1

ロシア語会話Ⅱ 1② 0.5 ○ 1

中国語会話Ⅰ 1① 0.5 ○ 1

中国語会話Ⅱ 1② 0.5 ○ 1

朝鮮語会話Ⅰ 1① 0.5 ○ 1

朝鮮語会話Ⅱ 1② 0.5 ○ 1

日本語３－１ 1① 2 ○ 1

日本語３－２ 1② 2 ○ 1

日本語３総合１ 1③ 0.5 ○ 1

日本語３総合２ 1④ 0.5 ○ 1

日本語４－Ⅰ－１ 1① 1 ○ 2

日本語４－Ⅰ－２ 1② 1 ○ 2

日本語４－Ⅱ－１ 1③ 1 ○ 2

日本語４－Ⅱ－２ 1④ 1 ○ 2

日本語４－Ⅲ－１ 1① 1 ○ 1

日本語４－Ⅲ－２ 1② 1 ○ 1

日本語４－Ⅳ－１ 1③ 1 ○ 1

日本語４－Ⅳ－２ 1④ 1 ○ 1

日本語４－Ⅴ－１ 1① 0.5 ○ 1

日本語４－Ⅴ－２ 1② 0.5 ○ 1

日本語４－Ⅵ－１ 1③ 0.5 ○ 1

日本語４－Ⅵ－２ 1④ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅰ－１ 1① 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅰ－２ 1② 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅱ－１ 1③ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅱ－２ 1④ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅲ－１ 1① 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅲ－２ 1② 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅳ－１ 1③ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅳ－２ 1④ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅴ－１ 1① 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅴ－２ 1② 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅵ－１ 1③ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅵ－２ 1④ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅶ－１ 1① 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅶ－２ 1② 0.5 ○ 1

教
養
教
育
科
目
（

自
由
選
択
）
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日本語５－Ⅷ－１ 1③ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅷ－２ 1④ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅸ－１ 1① 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅸ－２ 1② 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅹ－１ 1③ 0.5 ○ 1

日本語５－Ⅹ－２ 1④ 0.5 ○ 1

スポーツ実技Ⅰ－１ 1① 0.5 ○ 2

スポーツ実技Ⅰ－２ 1② 0.5 ○ 2

スポーツ理論１ 1③ 1 ○ 1

小計（237科目） － － 244 21 8 2 11 102

初年次ゼミⅠ「医学」 1① ○ 1 1 ○ 1 1 ※演習

初年次ゼミⅡ「医学」 1② ○ 1 1 ○ 1 1 ※演習

医学英語Ⅰ 1① ○ 1 1 ○ 1 1

医学英語Ⅱ 1② ○ 1 1 ○ 1 1

医学英語Ⅲ 1③ ○ 1 1 ○ 1 1

医学英語Ⅳ 1④ ○ 1 1 ○ 1 1

英語Certificate 1② ○ 1 1 ○ 1 メディア

データサイエンスリテラシー概論 1前 1 1 ○ 1 メディア

小計（8科目） － － 8 8 1 2 0 2

統計基礎Ⅰ 1① 1 1 ◯ 1 メディア

統計基礎Ⅱ 1② 1 1 ◯ 1 メディア

応用統計Ⅰ 1③ 1 1 ◯ 1

応用統計Ⅱ 1④ 1 1 ◯ 1

医系物理 1前 ○ 1 1 ◯ 3 1 1 1

医系化学 1① ○ 1 1 ◯ 1

医系生物 1① ○ 4 4 ◯ 2 1

情報処理 1② ○ 1 1 ◯ 1

－ － 11 11 6 0 2 2

－ － 193 291 34 19 25 73 102

　　を記入すること。

８　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員等」は，大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は，「専任教員等」と読み替えること。

９　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」は，大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は，「専任教員以外の教員（助手を除

　く）」と読み替えること。

10　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区分する専門職大学の課

　程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「基幹教員等の配置」に加え，

前期課程に係る科目数，「単位数」及び「基幹教員等の配置」を併記すること。

（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者に授与する学位を併記

すること。

（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修方法を併記すること。

11　高等専門学校の学科を設置する場合は，高等専門学校設置基準第17条第4項の規定により計算することのできる授業科目については，備考欄に「☆」

　」の欄に「連」の文字を記入すること。

　に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しく

　は届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうと

　する場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「主要授業科目」の欄は，授業科目が主要授業科目に該当する場合，欄に「○」を記入すること。なお，高等専門学校の学科を設置する場合は，「主

　要授業科目」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「単位数」の欄は，各授業科目について，「必修」，「選択」，「自由」のうち，該当する履修区分に単位数を記入すること。

６　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

７　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若し

　くは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務演習等については「演習」又は「実験・実習

　おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等

卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １３～１９週

１時限の授業の標準時間
８０分

（教養基礎教育科目は９０分）

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信教育の開設の届出を行

○〔卒業要件〕
6年以上の修業年限在学し，教養基礎教育科目27単位以上，専門教育科目から177.5単位以上，合計204.5単位以上を修得するこ
と。
○〔履修方法〕
〔医学科〕
　教養教育科目 8単位
　基礎教育科目　 11単位
　専門基礎科目 177.5単位
　自由選択 8単位
合計204.5単位以上を修得すること。

合計（359科目） －

学位又は称号 学士（医学） 学位又は学科の分野 医学関係

－

教
養
基
礎
教
育
科
目
（

医
学
科
必
修
分
）

教
養
教
育
科
目

－

基
礎
教
育
科
目

教
養
教
育
科
目
（

自
由
選
択
）

小計（8科目） －
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